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平成 28年度久曹長~市文化財専門委員会

日時:平成 28 年 10 月 7 日(金)14:00~

会場:久留米市市民活動サポートセンターみんくる

セミナ一室1・2

開会

教育長挨拶

平成28年度配属職員の紹介

議 事

第1号議案 久留米市文化財の指定について

。小川文書(有形文化財)

概要説明

有形文化財部会報告

指定審議

幸匠 告

( 1 ) 平成 27年度の事業報告

( 2 ) 平成 28年度の事業概要

( 3 ) 平成 27年度文化財専門委員会議事録の確認

( 4 ) その他

閉会



4.議事





第 1号議案

久留米市文化財の指定について

このことについて、下記の資料が市指定文化財に申誇されましたので、審議願います。

1 名称 小)11文書附小)11鏡御影覚附並大友家文書

2 種別 有形文化財(古文書)

3 所有者 田主丸町小川区(区長恰土慶敏)
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第号

平成28年タ月ムアr白

久留米市教育委員会

教育長.堤 正則殿
i ' 

j 

e 

fZJ議Jiio5欄:
一下 1令ェ易、みえ{も

‘-

久留米市文化財指定申請書

下記により申請いたします

記

1.有形文化財、無形文化財、有形民俗文化財、無形民俗文化財又は史跡名勝天然記念

物の区別

有形文化財(古文書)

2.名称

小川文書 附小川鏡得影覚附並大友家文書

3.保管場所

久留米市諏訪野町1830-6 久留米文化財収蔵館

4.所有者お主び権原に基づく占有者並びに管理責任者又は保持者及び保持団体(以下

f所有者等」という。)の氏名(保持団体にあっては代表者)又は名称及び住所

氏名: 宇号賞者 l-:. ~ じ、
住所: 唱

~ 2 M 

c01049
ハイライト表示



5.員数及び法量

23点(附1点、を含む)

別紙目録のとおり

6. 由来、微在、伝説、作者及び伝来等

小川文書は、小川|天満宮(田主丸町船越)に伝来した史料群である。

小)11氏は、小川に居館を構えていた中世の土豪である。小)11藤五郎が、菅原道真に従

って太宰府に下った。この持、道真は鏡に向かつて自画像を描き、藤五郎ら 3人の直下

に与えた。やが℃藤五郎は竹野に来住した。その子孫である隣甫は豊後大友氏に臣従し

たが、キリスト教への改宗を拒んで、居館に攻め込まれ、英彦山に逃れた。大友氏没落

後lこ小)11へ帰還し、天神の醤像を納めて天満宮を起こした。これが小)11天満宮である。

小)11文書は、 15世紀から 16世紀にかけての大友氏当主の発給文書を中心とする。寛

保2年 (1742)の「小)11鏡御影覚附並大友家文書J(B2008'003'附)に、 f小河氏江大友

家より文書拾六通、同写間通」とあるよう託、寛保2年頃までにはB2008・003'001~020 

が f大友家文書」というまとまりを形成し、木箱に納められ、保管されてきた。

7.現状

所有団体より平成20年に寄託され、久留米文化財収蔵館で保管し管理している。寄

託以降、 3年に1回程度爆蒸を実施し、良好な状態を保っている。

8.その他参考となる事項

久留米市内で現存を確認できる中世文書を含む史料群は、以下の4件である。

①高良大社所蔵文書 県指定

②大善寺玉垂宮関係文書 市指定

(大善寺玉垂宮文書、御船家文書、!寝家文書、梅津家文書)

③厨家文書

④小川文書

※①は高良大社所蔵、②~④は久留米市教育委員会に寄託

このうち中世~戦国時代の土豪の由来する文書は②④のみで、②についてはすでに文

化財として指定されている。
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久留米市文化財指定(有形文化財)候補

「小JII文書j に関する調査報告

名 称:23H耀鴨川議論議主え繭な笠iこ殺毅量
所在地:久留米市諏訪野町1830-6

所有者.田主丸町小川|区(区長恰土療敏)

調査者・久留米市市民文化部文化財保護課穴井緩香

調査内容.保管場所にて状況調査を実施

( 1 )員数・法量等

別紙目録のとおり

(2)保存状況及び物件の概要

平成28年 10月7日

平成 20年度、田主丸町鉛越の小川天満宮に伝来してきた資料が、小川区長より久留米市教育委

員会(文化財保護課)に寄託され、久留米文化財収蔵舘で管理している。寄託以降、 3年に1回程

度爆蒸を実施し、良好な状態を保っている。

苦手託時における資料群の名称・点数・番号は、次のとおりである。個々の資料については、別紙

図録を参照されたい。

①中世小川|文書 23点 B2008-003-001 ~020 ・番外 1~2 ・附

②小川天満宮資料 142点 B2008-002-001 ~142 

所蔵を同じくする資料が、特にa:;②に分けられた理由は、伝来の経緯にある。①は、寛保2年

(1742)の「小川|鏡御影覚附並大友家文書J(B2008-003-附)に、「小河氏江大友家より文書拾六

通、同写四通」とあるように、覚保2年頃までにはB2008-003-001 ~020 が「大友家文書」という

まとまりを形成しており、寄託時にも②とは別に、木箱に納められていた。これを踏まえて、中世

の土豪・小J11氏に由来する資料(①)と、天満宮の活動に由来する資料(②)とに分けられている。

(3)調査の所見

大友氏発給文書については差出書(著名・花押)により、おおよその年代が判明する (jjlJ紙翻刻参

照)。小川文書は、市内に伝来してきた数少ない中世文書であり、久留米市の戦国時代を語る貴重な

古文書である。なお、市内で現存を確認できる中世文書を含む史料君事は、以下の4件である。

①高良大社所蔵文書 県指定

②大善寺玉垂宮関係文書 市指定

(大善寺玉垂宮文書、御船家文書、隈家文書、梅津家文書)

③厨家文書

④小J11文書

※①は高良大社所蔵、②~④は久留米市教育委員会に寄託

このうち中世~戦国時代の土豪に由来する文書は②④のみで、②についてはすでに文化財として指

定されている。
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資料番号 資料名 年月日

B2008-003-001 大友持直預置状写 六月廿臼

B2008-003-002 大友親繁預置状写 一月五日

B2008-003-003 田原親幸預置状写) 三月廿七日

.(11 

B2008-003-004 田原親範預置状写 三月廿一日
J 

大友親匡知行安堵 文亀三年九月ニ
B2008-003-005 

状 日

B2008司 003-006 中紙請取状 十一月二日

永正六年己己十
B2008-003-007 三原貌緊打j度状

二月十五日

ー縦/

奥行

29.50 

28.40 

27.20 

24.70 

小川文蓄
(B2008-003) 

横/
個数 単位

幅(cm)

63.10 是正

時正

紙

脅E

46.50 11 紙

16.90 紙

40.70 11 紙

5 

品質・形状 内容等 j主言i'! 備考

(差)大友持直
No.1~4は問一紙

(宛)津久見兵部少
切紙

輔殿小j可藤次郎
察貼紙f宝第壱号 破れあり

殿敷部弾正忠殿
ヨリ四号迄」

(差)大友神繁(宛)
切紙 小i可伊賀守澱久保 No.1~4は向一紙 破れあり

大炊助殿

切紙 (差)田原親幸在判 No.1~4は照一紙 破れあり

切紙 (差)田原親範在判 No.1~4は同一紙 破れあり

(差)親医(花押)
善悪貼紙「宝第五

切紙
(宛)菅藤五郎殿

号J封紙有親 包紙水損・破れ
涯は後の議親

(差)竹田津志摩入
被朱印有り察貼

切紙 道一木(花押)(宛)
小川新左衛門尉殿

紙「宝第六号」

(差)右馬頭親賢
塁塁貼紙「宝第七

切紙 (花押)(宛)小河藤
号」

破れあり
五郎殿



資料香号 資料名 年月臼

82008-003-008 
大友氏加判衆連署

壬九月十四日
施行状

82008-003-009 大友義鑑知行預状 九月九日

82008-003-010 大友親安安堵状 三月廿八日

'" 82008-003-011 御殿料請取状 三月五日

82008-003-012 大友宗麟朱印状 二月廿八日

82008-003-013 大友義統知行預状 正月廿八日

82008-003-014 大友義銭感状 十一月五日

縦/
奥行

30.40 

31.80 

29.30 

24.00 

24.70 

18.10 

24.70 

小川文書
(82008-003) 

犠/
個数 単位

市冨(cm)

42.00 事正

44.70 紙

42.30 時正

19.20 紙

39.20 紙

49.30 非正

" 

41.00 紙

6 

品質・形状 内容等 注記 備考

(差)永源(花押)、 封紙有「小河中務

竪紙
永寿(花押)、隆実 少翰殿永j原J

包紙破れ
(花押) (宛)小河 裏貼紙「宝第八
中務少車市殿 号J

(差)義歯(花押)
切封裏貼紙「宝

竪紙 (宛)小河中務少輔
殿

第九号」

(養)親安(議鑑)
切封喜菱自占紙「宝

竪紙 (宛)小河中務少輔
第姶号」封紙有

殿
f小河中務少輔殿
親安」

(差)稲光二郎左衛
築貼紙「宝第拾壱

切紙 門尉他3名(宛)小
河中務少輔殿

号」

(差)宗麟(朱印)
切封蓄基貼紙「宝

切紙 (宛)小河中務少翰
殿

第拾弐号J

(差)議統(花押)
切封裏目占紙「宝

切紙 (宛)小海中務少輔
第拾参号j 封紙

殿
有「小河中務少鞠
議統」

(差)議鑑(花押)
切封裳姑紙「宝

切紙 (宛)小河中務少輔
第拾四号J

殿



資料番号 資料名 年月日

82008-003-015 大友宗麟感状 十二月ニ臼

82008-003-016 大友義銭感状 卯月十六日

82008-003-017 加冠状
永禄二年卯月十
六日

ーー 82008-003-018 大友義銭感状 十二月廿六日

82008-003-019 大友義鑑知行預状 十二月三日

82008-003-020 大友義鑑感状 三月十一日

日2008-003一番外1 封紙

縦/

奥行

17.70 

27.20 

27.20 

17.10 

28.00 

15.80 

35.90 

小川文書
(82008-003) 

横/
個数 単位

幅(cm)

47.80 車正

43.60 11 是正

43.80 車氏

33.50 是正

42.00 11 車氏

46.60 11 車氏

25.50 時正

7 

品質・形状 内容等 注記 備考

切封裏貼紙「宝

切紙
(差)宗麟(花押) 第拾五号j 封紙
(宛)小河六部殿 有「小河六郎殿

宗麟」

切封喜菱自占紙「宝
(差)義鎮(花押)

竪紙
第拾六号」封紙

包紙破れ
(宛)小河六郎殿 有「小河六郎殿

議鎮J

竪紙 (宛)藤原鎮昌
義貼紙「宝第拾七
号」

切紙
(差)義鑑(花押) 裳姑紙「宝第拾八

穴あり(宛)小河伊賀守殿 号J

切紙
(差)義鑑(花押) 切封察貼紙「宝
(宛)小河伊賀守殿 第拾九号J

封紙有「小j可伊賀
(差)義鑑(花押)

切紙
守殿義緩j 封

破れあり(宛)小河伊賀守殿 紙姑紙「宝第弐拾
号J

切紙
(差)議鎮(宛)小河

破れあり六郎殿



資料番号 資料名 年月日
縦/

奥行

82008-003一番外2 封紙 39.30 

82008-003-阿サ
小川i鏡御影覚附並 寛保二壬成年四
大友家文醤 月中旬

∞ 

小)11文書
(82008-003) 

横/
個数 単位

幅(cm)

30.70 紙

冊

8 

品質・形状 内容等 注記 備考

切紙
(差)義幽(宛)小河

破れあり
中務少鵜殿

審冊
天満社守小川平助
写之



小JI[文書 (B2008-003)

外
箱

ー
大
友
持
直
預
置
状
写

2

大
友
親
繁
預
賀
状
写

3

田
原
親
幸
預
霞
状
写

4

田
康
親
範
預
震
状
写
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小川文書 (B2008-003)

5 

大
友
親
匡
知
行
安
堵
状

6 

中
紙
請
取
状
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小川文書 (B2008心03)

7 

一
二
原
親
賢
打
渡
状

8 

大
友
氏
加
判
衆
連
署
施
行
状
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小川文書 (B2008-003)

9 

大
友
義
鐙
知
行
預
状

1 
0 

大
友
親
安
安
堵
状
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小liI文書 (B2008心03)

1 
1 

御
殿
料
請
取
状

1 
2 

大
友
宗
麟
朱
印
状

-13 -



小川文書 (B2008-003)

1 
3 

大
友
義
統
知
行
預
状

1 
4 

大
友
義
鐙
感
状
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小川文書 (B2008・003)

1 
5 

大
友
宗
麟
感
状

1 
6 

大
友
義
鎮
感
状

-15 -



小J!I文書 (B2008-003)

l 
7 

加
箔
状

1 
8 

大
友
義
鑑
感
状
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小川文書(B2008-003)

1 
9 

大
友
義
鐙
知
行
預
状

2 
0 

大
友
義
鐙
感
状
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小川文書 (B2008-003)

附
小
川
鏡
御
影
覚
附
並
大
友
家
文
書

番
外
2

包
紙

番
外
1

包
紙
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5 報告(1 ) 平成27年震の事業報告

I. 組織と業務概要

1.組織

埋蔵文化財調査活用チーム (11人・非常勤3人)

文化遺産保存活用チーム(10人・非常勤3人・嘱託3人)

マスタープラン策定チーム(11人)・ すべて兼任

2.事務分掌

(1)文化財の保護及び活用に関すること。

(2)文化財の指定及び管理に関すること。

(3)文化財専門委員会に関すること。

(4)文化財溺係団体に関すること。

(5)埋蔵文化財に関すること。

(6)収蔵館資料の収集、整理、保存及び利用に関すること。

(7)文化財収蔵資料審議会に関すること。

(8)収蔵館の維持管理に関すること。

(ω 博物館の建設準備検討に関すること。
(10)歴史公園に関すること。

(11)坂本繁二郎生家に関すること。

(12)埋蔵文化財センターに関すること。

3.業務概要
国民の共有財産である文化財を保存・保護するとともに、それぞれの文化財の特性を活かした

積極的な活用を図る。市民が歴史や伝統を身近に感じ、親しみ、暮らしに生かす機会を提供し、

市民の郷土愛を醸成するとともに、魅力あふれる歴史環境の未来への継承に努めた。

また、「公益財団法人久留米紛技術保存会」、「公益財団法人有馬記念館保存会Jを所管し、運営を行

った。

( 1 )文化財を守り伝える

① 埋蔵文化財発掘調査においては、開発と文化財保護の調整を図るとともに、事業の効率化、

迅速化及び標準化など円滑な実施に努め、併せて調査結果の公表のため報告書を刊行するなど、

市民の理解と協力を得る取級を行った。

② 埋蔵文化財センターを中心に、埋蔵文化財の整理・保存と調査・研究を行うとともに、生涯

学習・教育活動の場としての活用を図った。

③継続して寺町の建造物調査を実施した。
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(2)文化財に親しむ

① 地域の文化財を紹介する小冊子である「媛史散歩」の No.41r平和への祈りJ~久留米戦争史跡~

及び、残部僅少となったNo.16r三島家長屋内」を発行し、文化財の周知、文化財保護の啓発・普及を

図った。

② 生涯学習振興の観点から、埋蔵文化財センターでの考古資料展や、六ツ門図書館展示コ}ナ

ーでの企画展等を開催し、その他、歴史探訪「坂本繁二郎ゆかりの地巡りj、学校の総合的な

学習の時間における体験学習など、地域に根ざした文化財を学び、親しむ機会の充実に努めた。

③ 文化財の管理及び普及活動を行う 22団体に対し、補助金の交付及び助言を行うことで、文

化財の保護、周知普及を図った。

@ 市民が文化財に親しみ、理解することができるよう県指定有形民俗文化財 fあげ舟」、「鷲塚

古墳」などの説明板等の整備や f上津校区の文化財マップjの作成を行った。

⑤ 「歴史博物館Jの建設に備え、資料の調査を行うとともに、収集した資料の保存作業に取り

組んだ。さらに、資料管理データの追加入力を行い、資料を有効活用できる検索システムを充

実し、市民からの問い合わせの回答や資料貸出しを行った。また、六ツ門図書館展示コーナー

を会場としてお f戦後 70年 平和資料展J6，695人、 fみんなの特撮ヒーロ一一戦後日本の大

衆文化一J3，939人、 fむかしのくらし展J6，317人を開催した。さらに、他部局主催として、「防

災展J831人、「暮らしの中の人権 1. II J 538人、「人権ポスター展J500人を開催した。

(3)文化財を暮らしに生かす

① 筑後国府跡については、史跡の公有化を進めるとともに、保存活用計画策定に向けた検討を

継続した。また、御塚権現塚史跡の広場、おおはし歴史公園、大塚古墳歴史公園などの歴史公

園については、地域の学校などの歴史学習や、地域住民のレクリェーションの場として活用さ

れた。

また、歴史遺産を闘有のストーリーにより整理し、保存活用を図る歴史ノレートづくり事業に

着手した。

② 市内に現存する歴史的建造物の活用を図るため、寺町に所在する寺院を調査し基礎資料とし

た。坂本繁二郎生家においては、展示会・コンサート・小学生向けの体験講座など、さまざま

な事業を実施し、まちづくりの拠点や歴史的教材としての活用を図った。
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。主な事業の概要

事業名 事業概要
予算緩(千円) 決算額(千円)

28年度 27年度

発掘調査事業 開発に際し、埋蔵文化財の現状保存ができないと 計 115，011 計 73，215 

判断した場合は、記録のため発掘調査を行った。 (当初)

同時に、わが国及び久留米地域の歴史・文化等へ 補正後+29，008

の理解を促し、市民の郷土愛の醸成を目指し、そ

の成果を公表した。

壊蔵文化財センター 発掘調査に伴う出土品や記録類を集中管理し、調 計 3，402 言十 2， 398 

事業 査研究するとともに、市民の多様な文化的活動の

展開を拡大するため、展示会や体験学習、学校教

育の「総合的な学習の時間」への支援事業等を実

施する。

観光拠点整備事業 有馬記念館の収蔵資料を保存・活用して、久留米 計 13，301 言十 8，326 

(有馬記念館遼営 の江戸時代や郷土の歴史に関する情報の公開展

補助) 示を行い、久留米城跡等歴史文化施設とともに広

くPRして観光拠点として集客を促進した。

文化財周知事業 文化財に対する市民の理解と保護思想の両揚を 28年度より史跡 言十 1，285 

(くるめ歴史のさと 図るため、説明板設置や歴史探訪等の事業、歴史 等環境霊童繍事業

事業) 散歩等印刷物の作成など文化財周知、普及活動を に統合

展開した。

歴史博物館整備検討 地域文化を知り、創造し、継承するための生涯学 計 18，206 計 10，511

事業 習施設として歴史博物館の整備を図った。六ツ門

図書館展示コーナーでは、博物館資料の展示・公

関や体験学習を通して集客効果を高め、博物館建

設への市民意識の高揚を図った。

筑後国府跡 史跡筑後宮府跡は、律令制における古代都市で、 計 66，846 計 78，346 

歴史公園愛備事業 久留米の都市づくりの原点といえる。史跡の整備

により、市民が歴史を学び、楽しく活用し、交流

人口の増加を自指す。住宅地に緑あぶれる歴史公

闘を創出することにより、魅力あるまちづくりを

推進し、定住促進を図っていく。

女歴史ノレートづくり 地域の歴史をァーマにしたストーリーに基づき、 計 32，845 計 12，762

事業 エリア内の歴史遺産を整理することにより文化

財の保護と活用を図る。平成27年度は高良山エ

リアについて 2件のストーリーを構成するとと

もに、歴史遺産活用の拠点として史跡や歴史公園

等の施設管理や、エリア内の環境整備を進めた。

歴史的建造物保存 市内に残る歴史的価値のある建造物の諒査・保 言十2，742 言十 2，001 

整備事業 存・整備・活用を図り、市民が身近な場所で歴史

を感じながら暮らすことのできるまちづくりを

推進した。
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史跡等環境整備事業 市民が歴史に親しみながら憩う場として、地域の 言十4，066 昔十 3， 635 

特性を生かした「歴史の広場」の整備を進め、ま

ちづくりの素材としても多くの場面での活用を

図った。

坂本繁一郎生家 久留米城下町に唯一残る武家屋敷である坂本繁 計463 計 378

活用事業 二郎の生家(市指定文化財)を保存・活用し、後

t佐へ伝えるための展示会等を実施した。また、重
要な地域資源としてPRし、貸室の新規利用者の

獲得や他国体主催イベントの会場やコースに使

用して頂くなど、多方面で活用することが出来

た。

文化財保護団体等 絵画や典籍および彫刻などの有形文化財や、祭り 計 1，436 言十 964 

育成事業 などの無形文化財の管理および普及活動を行な

っている団体に対して補助金を交付し、文化財の

保護を図った。
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TI. 埋蔵文化財調査事業の概要

1.埋蔵文化財事前確認

27年度の窓口受付件数は637件。内訳は対象外 393件、要調査224件である。要調査のうち、設計

変更や協議によって調獲を関り、工事立会もしくは慎重工事での対応が 179件で、発掘調査に至った

のは 16件であった。

なお、 26年度の8月より、 GISを活用した窓口でのj照会件数もカウントしているが、 1日平均で

15件程度の問い合わせがある。

f埋蔵文化財包蔵の有無について」の照会件数の推移

要調査のうち

年度 受付件数 対象外 要調査 保存調整 発掘調査 未調査

23年度 577 {，ヰ 454イ牛 123 {!牛 101 22 。
24年度 516件 351件 165件 115 50 。
25年度 623イ牛 481 イ牛 142件 122 18 2 

26年度 534 {，牛 395件 139 {!牛 123 16 8 

27年度 637千牛 393件 224件 179 16 29 

*保存調整とは工事立会・慎重工事での対応、未調査には売貿を含むー

2.発掘調査

( 1 )発掘調査及び整理作業

平成27年度に実施した発掘調査は以下の通りで、 18地点で実施した。 26年度からの継続調査が2

地点、 27年度の調査が 16地点、である。調査原因は公共の市事業2件、民間受託事業 10件、個人住宅

等の国庫補助事業6件である。

整理作業については、調査事務所において発掘調査報告書刊行の遺跡の出土遺物の作業を中心に実

施。主な作業内容は、遼物の洗浄・復元・実測及び報告書刊行分の埋蔵文化財センターへの搬入前の

登録作業であるA

調査番号 遺跡名 調査期間 調査面積 担当者

201406 益生国古墳群(第4次調査) 平成26年6月23日~平成27年10月14日 350 rrf 熊代

201414 十問屋敷遺跡(第5次調査) 平成27年l月19日~平成27年7月17日 1， 183 rrf 酉・小川原

201501 延命遺跡(第 l次調査) 平成27年5月7日~平成27年5月初日 160 rrf 小川原

201502 立小路透跡(第3次調査) 平成27年5月20日~平成27年5月29日 41 rrf 庭木

201503 櫛原f寺屋敷透跡(第 19次調査) 平成27年6月5日~平成27年8月31日 390 nf r工頭

201504 高三瀦遼跡(第 5次調査) 平成27年日月 16日~平成27年10月5日 900 rrf 小)IJ原

201505 ヘボノ木遼跡(第72次調査) 平成27年日月 24日~平成27年12月10日 480 rrf 西
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201506 筑後国府跡(第 283次調査) 平成27年 10月5日~平成27年 11月3日 248 rrI 庭木

201507 古木古墳群(第3次調査) 平成27年 10月14日~平成27年 10月21日 300 rrI 神保

201508 櫛原{寺屋敷遺跡(第20次調査) 平成27年 10月初日~平成27年 12月2日 200 rrI 江頭

201509 一丁野屋敷遼跡(第2次調査) 平成27年 11月4日~平成27年 12月 14日 200 rrI 小川原

201510 庄島{守屋敷遺跡(第 10次調査) 平成27年 12月14日~平成28年 3，月 14日 264 rrI 慶木

201511 久留米城下町選跡(第25次調査) 平成28年 l月18日~平成28年2月 19日 100 rrI 西

201512 三反田遺跡(第 l次調資) 平成28年2月1日~平成28年3月22日 180 rrI 小川原

201513 久留米城外郭透跡(第23次調査) 平成28年2月7日~平成28年7月31日 1， 150 rrI 江頭

201514 隈山古墳群(第2次認査) 平成28年2月10日~平成28年2月29日 3， 500 rrI 神保

201515 久留米域外郭遺跡(第24次調査) 平成28年2月25日~平成28年3月 11日 36 rrI 西

201516 筑後国府跡(第284次調査) 平成28年3月1日~平成28年3月 16日 180 rrI 神保

(2 )今後の課題

課題としては、現地説明会等の普及事業が時間的制約から確保できないこと、恒常的な調査員不足

から調査・整理作業ともに滞っており、民間支援機関の導入・活用を視野に入れる必要がある。
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3.埋蔵文化財センタ一事業

( 1 )平成27年度の概婆

平成 18年度から実施している国路補助事業の「埋蔵文化財保存活用藍備事業」については、平成

16年度の合併以来、旧 4町(田主丸・北里子・三瀦・城島町)の出土品の再:整理を行い、活用を図る

ことを目的としてデータベースを作成する事業を行っていたが、平成 26年度中に旧4町分の整理を

終了した。引き続き平成 27年度より新たに筑後国府跡の調査で得られた資料の収納形態及び検索体

系を整え、資料の有効な活用・公開を行うことを目的として、再整理を開始することとした。まずは

第 1期政庁が存在した古宮地区近辺の南・大林地区の出土品の再点検作業を実施した。

また、地域の特性を活かした史跡等総合活用支援推進事業に伴い、南議校区コミュニティセンター

談話室を会場として、 3月8日~同25日の期間、南蒸校区の歴史を紹介する企画展「南蕪の歴史展J

，を開催、地元への調査成果の普及・啓発・還元に努めた。

主な普及活動としては、 8月3ß~9 月 6 日の期間に玄関ホーノレを使用し、六ツ内図書館展示コ}

ナーで開催された平和資料展「少年が見た久留米の戦争J展に関連して、市内に残る戦争関連遼跡の

写真パネル、及び発掘調査などで出土した戦争関連資料を展示した。また、 10月 17s (土) ~11 

月 15日(日)を期間として企画展「第40聞くるめの考古資料展jを開催。今回は「久留米の新発見

平成 24"'"'27 年度発掘調査速報j と題し、平成 24年~26 年度の期間に市内で実施した 36 遺跡 91 ケ

所の発掘調査の中から 17透跡の調査成果を公開した。関連事業として、「東北の遺跡を掘ってJr久

留米城下を探るJと題した2回の講演会、発掘担当者によるギャラリート}クを5回行ったほか、み

づま祭り会場において「勾玉づくり」を2回実施し、体験活動を通じた普及・啓発を行った。

さらに学校の歴史授業支援のため、児童・生徒に実物資料に触れ、体感してもらうことを目的とし

て、縄文時代~江戸時代の代表的な土器や陶磁器、石器を1箱に極めた貸出キットを4セット作成し

ている。

この他、発掘調査および報告書が刊行された遺跡については、出土品を含む記録類の受け入れを行

い、資料の貸出や閲覧に対応できるよう情報を管理し、収蔵している。

(2)入館者数

平成27年度の当センタ)入館者総数は2，295人であった。

入場者数を月別に見ると、 10・11月が突出して多い。この要因は考古資料展が開催されるためで

ある。特に 11月8日(日)は「えーるピアくるめ」を主会場として多くの子どもや保護者が参加す

る fマナピーランドjが開催され、埋蔵文化財センターもスタンプラリーのチェックポイントのーっ

として展示にまつわるクイズに回答しスタンプを受ける方式で参加したことにより、当日だけで662

名の入場者があった。しかし、マナピーランド事業は例年 1000名を越す来場者を記録しており、よ

り多くの来場者を壊文センターへ導く工夫が必要である。

また、入館者増進のためには、常設展示を工夫し、特に冬季の来館促進を図る必要がある。
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4 5 自 7 B 9' 10 11 12 2 
月JjIJ 合計
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

人数 80 74 103 57 111 85 558 853 52 57 78 55 2， 295 

( 3)資料活用

①資料貸出

学校や地域、さらには学術研究や印刷物掲載にかかる目的で、資料の貸出申請が8件 44点におい

てあり、そのすべてを受付後に許可した。ただし、画像の貸出についてはフィルム現物の館外貸出は

控えている。これは、写真資料の保存に重点を置くため、画像はデジタルデータを貸し出すことで理

解していただいている。

「江

1 I 5/28~9/4 i有馬記念館 |しぎな動物たちJI写真「犬の埋葬状況 JI 7 
展示のため

5/1~3/31 |文化庁 I ~~発掘された日本|高三瀦澄跡出土品 i 2 
2 J 列島 2015J'展展示

のため

4/22~3/31 九州国立博物館 文化交流展示 f海 i筑後箇府跡出土縁紬香炉1点 l 1 
3 I の道、アジアの路j

展示のため

4 I 5/21 ~3/31 
文化交流展示「海 石人l点

|九州国立博物館 |の道、アジアの路J 篠山神社蔵石人頭部1点 2 
展示のため

良1
鏡、悶小型物製鏡 (2点)、寺

一一|徳遺跡鏡鰍時l号t責
5 I 9/29~3/31 ItL州国立博物館 |の道、アジアの路j 渦文鏡、藤塚遺跡変形文鏡、 | 9 

展示のため 西屋敷遺跡小型初製鏡、日渡

遺跡内行花文鏡、へボノ木遼

跡鏡片

1l/13~1 1/16 iあきない祭実行|あ仲祭 f問屋 城下町遺跡出土絢回数器(碗、
6 I 街歴史館」展示の 徳手IJ、盃、増塙)、写真パネル

委員会‘ ため 13 

権現塚古墳出土円筒埴翰 (2

7 I 3/12~5/8 i高槻市教育委員|今城塚古代歴史館
会 特別展展示のため

点)-_人物埴翰 (2点)、御塚|
古墳出土新羅系土器 (2点、)、

8 

岩戸山古墳石人、石人頭部

文化交流展示「海
へボノ木遺跡出土土師器香|

8 I 3/18~3/31 i九州国立博物館 iの道、アジアの路J 2 
展示のため

炉、土師器杯、

小計 i 44 
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②資料の掲載

当センターの収蔵資料を印刷物に掲裁する申請が 11件 50点提出された。この申請について全てを

許可した。

「江戸のふしぎな動物たちj展ポスタ

ー・チラシ掲載
7 有馬記念館1 

木下浩良著 fはじめての「高野山奥之
院石塔j入門Jに掲載

城下町透跡出土高野山発給「護

符j写真
1 個人2 

グーグソレストリートピュー掲載l 浦山古墳石室・石棺写真岩村孝平3 

広報やすたけ掲載2 ヨ玉、石製品写真追分古墳出土安武校区公民館4 

歴博フォーラム fさらにわかった!縄

文人の植物利用Jポスター・チラシ掲

載

正福寺遺跡出土小型編み鐙写

真

国立歴史民俗博

物館
3 5 

飼人HPr小銅鐸地名表」掲載1 小銅鐸高三瀦遼跡個人6 

田所真箸 n仮)勇者はなぜ逃げ切れ
なかったのか 歴史から考えよう

「災害を行き抜く未来J~ 掲載

くも株式会社

ん出版
l 山川前回遺跡断層写真7 

4
5
L
ぷ二

~

F

E

一二吋
学術会議議書22W地殻災害

術・教育』収録、小池{申彦・村田泰翰

著「考古学における地殻災害研究の今

筑後国府跡SD3856下層中の

噴砂噴出状況写真

公益財団法人

日本学術協力財

団

1 8 

データベースれきはく f古代出土文字

資料画像データーベースj掲載

国立歴史民俗博

物館
20 9 

今城塚古代歴史館開館5周年記念特

別展展示図録、展示、 HPへの掲載
10 

3点、

権現塚古墳淡襟・参拝風景写真

2点、高良山空撮写真1点、権

現塚古墳出土人物埴輪写真 l

点・円筒埴輪写真1点、新羅系

土器写真1点

高槻市教育委員
.6. 
コ2ζ

10 

災

害とむきあう人々Jにて写真ノ号ネノレ展
耳て

山川前回遊跡・筑後国府跡の災

害痕跡写真

員委育教市城都
会

2 11 

55 
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③資料の閲覧

6件の関覧申請があり、館内特別閲覧の許可を行なった。

1 1個人 i卒論用資料調査 5/22~9 月 良積遼跡出土玉類

21個人 |報告書閲覧 7/24 県内各地の発掘調査報告書

3 1個人 i個人研究の為の書 5/28 埋蔵文化財調査年報Vol.1 ~10 
籍閲覧

41個人 報告書調査 9/28 県内各地の発掘調資報告書

5 1個人 修士論文基礎調査 6/25 筑後国府通信他埋蔵文化財センタ一所蔵の書籍

6 1個人
l卒業論文作成のた

10/28~30 正福寺遼跡出土編組製品(計60点)
めの資料調査

④施設利用

センタ}内の団体による施設見学・展示案内と解説などは3件であった。

1 1 西国分小学校 日
一
日
一
日

氾
一

0

一
6

'
d
-
n
L

一

'
i

月
一
月
一

MA

m
-
-
一
2

競
一
一
一
一

本
一
ア
一
ア

k

ニ
ツ
一
ツ

陸
一
訪
一
訪

回
一
祭
一
祭
:
 

有
一
史
一
史

U

一
一
段
一
一
隆

37名

31名

50名

合計 1117名

21シティーライントラベル

3 1近つ飛鳥資料館

(4)埋蔵文化財保存活用禁備事業

平成 27年度における国庫補助事業 f埋蔵文化財保存活用整備事業j として、筑後国府跡の再整理

を実施した。再整理後のコンテナ数は、次のとおりである。

筑後国府跡(第48次・第62次・第74次・第 102次・第 114次)

・新規1種遊物収納パンコンテナ総数 18箱

( 5)図書類

。寄贈図書

報告書・紀婆・図録類:10851冊

φ購入図書

定期購読・『考古学ジャ}ナノレjNo.654~665 (ニューサイエンス社)

『文化財発掘出土情報』通巻 407 号~418 号(鮒ジャパン通信情報センター
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ill.文化財保存園整備事業

本年度に係る事業は、美術品の修復 1件、民俗文化財保存事業1件、史跡整備事業1件及び天然記

念物樹勢回復事業2件を実施してし7る。

1.有形文化財・民俗文化財

( 1 )収蔵資料補修事業

①青木繁・坂本繁二郎絵函襖修復事業

平成27年度の収蔵資料補修事業は、平成24年度より継続して補修事業を行っている「青木繁・坂

本繁二郎絵画襖」のうち、「家屋と庭先の図Jr山水図Jr馬図」の3点について実施した。補修は3

点すべて熊本市の富永米山堂へ委託した。

「青木繁・抜本繁三郎絵画襖Jは明治 42年以降坂本繁二郎生家を所有していた山田家より平成4

年に市へ寄贈を受けたもので、抜本家の誰かが描いた襖絵の上に明治 42年の春から夏にかけて2ヶ

月ほど仮寓していた青木繁が別の絵を描いたと伝わる資料である。

f家屋と庭先の図」は状態が甚だ悪かったため、平成 12年度に一度補修を行い、まくりの状態と

して保管していたが、古い裏打ち紙が残り、補彩も適切でなかった。「山水図Jr馬図jは襖の雨面に

描かれており、破れや汚れが多かった。今回の補修では、 f家屋と庭先の図j については、古い裏打

ち紙と、現在の裏打ち紙とを除去した。「山水図Jr馬図」については、襖を解体し、裏打ち紙と表面

に残る古い新聞紙(旧下張り紙)を除去した。 3点とも、改めて補修、裏打ちを行い、展示公開に対

応できるよう襖絵装に仕立て直すとともに、紙製保存箱を作成して収納保管する修理方針に沿って行

った。

(2 )建造物修復事業

①富良大社本殿・幣殿・拝殿屋根葺き換え事業

平成27年度から平成 29年度の3ヵ年計画で実施する予定である。初年度である平成27年度は、

屋根替え及び修繕方針の確認を行い、 9月より事業に着手した。

②!日三島家長屋門嬰修復事業

長屋門裏側lの土皇室が一部、損壊したため、修繕を行っている。応急的な処置であるため、壁の修復

には皇室土を使用していない。今後、改修を行う際に壁土を使用する予定である。

(3.)民俗文化財関連保存事業

①厨の地蔵菩薩彫像板碑保存施設作成設置事業

平成 24年度に市指定有形民俗文化財に指定され、東合川町から坂本繁二郎生家へ移設された。生
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家では屋外に展示しているため、風雨に曝されている状態にあることから展示可能な状態を保ちなが

ら保護を図るため、覆い屋を設置した。

2.記念物

(1)史跡整備事業

①筑後国府跡歴史公園整備事業

平成 27年度については、久留米市土地開発公社からの買戻しを行った。現在の公有化面積は、

32， 136. 58 rr1 (実演j面積)である。道路等の層、市有地を含めると公有化率は、 84.33%となる。関司

官官地区の大部分が公有されているが、 E期政庁地区については、宅地が多く、公有化率60%を下回っ

ているのが現状である。

②史跡下馬場古墳石室内環境調査

調査は石室内に温湿度計を4基、石材の表面温度を測る温度計をB基、屋外に温湿度計を 1基設置

している。 1年間の温湿度変化を計測して、平成26年9月下旬から平成28年3月末までを呂処とし

て温湿度調査を実施している。

(2 )名勝・天然記念物保存事業

①県指定天然記念物「味水御井神社のクロガネモチJ撤去事業

平成24年6月19日未明に発生した「味水御井神社のクロガネモチ」の聞復措置を行ったが、枯死

したことが確認された。平成27年4月から撤去作業を行い、県指定が解除された。

撤去前の状況 伐採の状況(その後、撤去)

②市指定天然記念物「高良大社のツツジj樹勢回復事業

近年、ツツジの色付きが不良であるため、校の契定、施肥を行う事業を補助している。作業は9月

上旬に開始し、 1週間程度で終了した。
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③県指定天然記念物「栃]坂曽根のハゼ並木」努定事業

例年1月下旬に実施しており、本年度は1月 27日に地元である柳坂自治会、県立筑水高校が努定

作業を行い、文化財保護課が努定枝の回収及び廃棄を担当した。
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IV.文化財管理事業

1.文化財保護団体育成補助事業

文化財保護課では、地域の文化財を保護育成するため、 15団体の事業へ補助金を交付している。

( 1 )文化財保護団体

-鬼夜保存会

-花火動苦L蜂保存会

-北野天満神社神幸行事保存会

.草野風流保存会

・若宮八幡宮神幸祭実行委員会

.八丁島の御供約

・御井町風流保存会

-満月会保存会

.高良山向志会

重要無形民俗文化財「鬼夜J管理図体

県指定無形民俗文化財 f動乱蜂j管理団体

県指定無形民俗文化財「北野天満神社神幸行事j管理団体

市指定無形民俗文化財 f須佐能家神社の神幸祭」管理団体

市指定無形民俗文化財「若宮八幡宮神幸祭j管理団体

市指定無形民俗文化財 f八丁島の御供納j管理問体

市指定無形民俗文化財「御井町風流j管理団体

市指定無形民俗文化財 f十五夜さん大綱引き」管理団体

市指定無形民俗文化財「高良山獅子舞J管理団体

-特定非営利活動法人ヒナモロコ里親会 市指定天然記念物「ヒナモロコ」保護活動団体

'NPO法人ヒナモロコ郷づくりの会 市指定天然記念物「ヒナモロコj保護活動団体

(2 )研究会・文化財を活かした地域活動団体

-高良山の緑と史跡を守る会

-久留米郷土研究会

.山川校区郷土研究会

.田主丸郷土会

2.文化財施設・史跡等管理事業

文化財保護課が所有している施設及び指定史跡を4団体、 2名に管理委託し、史跡2箇所の草刈り

については、指名競争入札により業者へ委託している。

(1)指定文化財の管理業務

-浦山古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対成田山久留米分院

・下馬場古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対個人

(平成26年度から環境調査のため見学停止中)

・高良山神鑑石 関指定史跡高良山神鏡石の清掃、見回り点検高良大半土

・日輪寺古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対 日輪寺

・大善寺|日庫裡 市指定有形文化財(建造物) I日庫裡の施錠管理、清掃、点検倒人

・目安町の一塁塚市指定史跡天然記念物 市有地の草刈り、清掃。年3回実施 目安町自治会
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-筑後国府跡 国指定史跡市有地の草刈り、清掃。年3回実施委託

-安国寺餐1官墓群国指定史跡市有地の草刈り、清掃。年3回実施委託

(2 )歴史公園管理業務

以下の施設の管理業務について、地域団体等に委託している。

・おおはし歴史公園 県指定有形文化財(建造物)の石浦大橋を含むおおはし歴史公園の日常管

理・清掃、草刈り、公衆用トイレの清掃

-御塚権現塚史跡の広場 国指定史跡御塚古墳、権現塚古墳と公慰敷地内の日常管理・清掃、

草刈り、公衆用トイレの清掃

・大塚古墳歴史公園 周指定史跡 田主丸大塚古墳と歴史公園の日常管理・清掃、草刈り、公衆

用トイレの清掃

3.防犯・防災事業

( 1 )文化財防火デー

文化財愛護に関する意識の高揚を図る目的として、毎年 1月 26日を「文化財防火デー」と定めて

おり、例年、久留米市でも関係機関とともに訓練を実施している。本年においては、須佐能裳神社が

主催して防火訓練が実路される予定であったが、当日の積雪のため、中止された。

日時平成28年 1月 24日(日) 9 持 30 分~l1 a寺 00 分

場所須佐能裳神社(久留米市草野町)

主催須佐能蓑神社

参加者.須佐能主主神社氏子総代 久留米広域消防本部善導寺消防署、消紡分団、久留米市

(2 )防災施設設鷺及び管理事業

重要文化財「木造阿弥陀如来立像」を所有する無量寺が、火災報知機等の紡災施設を設置するため、

補助金を交付した。その他、例年同様、防災施設の管理に関する補助金を交付している。

-高良大社所蔵文化財重要有形文化財、県指定文化財各種管理に対する補助金高良大社

・善導寺所蔵文化財 重要有形文化財、県指定文化財各種管理に対する補助金善導寺

・木造阿弥陀如来立像重要有形文化財 管理に対する補助金専念寺

・木造阿弥陀如来立像重要有形文化財 管理に対する補助金無量寺

・上里子家住宅御成問 県指定有形文化財管理に対する補助金個人

-鹿毛家住宅 県指定有形文化財管理に対する補助金個人

-須佐能家神社本殿・拝殿・楼河 県指定有形文化財管理に対する補助金須佐能家神社

-地蔵来迎図板碑 県指定有形文化財管理に対する補助金国分寺

この他、福同県文化財保護課が実施した文化財の防犯に関する調査結果を指定文化財所有者へ配布

し、注意喚起を行った。
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v.歴史博物館整備検討事業

昭和 58年 (1983)4月に設置した久留米文化財収蔵官富を中心に、博物館資料の調査・収集・保存・

活用を進めている。

資料の収集は、寄媛20{<牛 (188点)、寄託1件、購入2件、移管0件、採集6{!牛であった。

資料の活用は、貸出 18件 (263点)、印刷物掲載等69件 (390点)、これ以外に研究利用等を目的

とした閲覧や写真撮影 23件 (160点)にも対応している。また、展示公開については、平成 22年

10月に開館した久留米市立六ツ内図書館展示コーナーを会場に、文化財保護課主催3回、都市建設

部防災対策課1回、協働推進部人権啓発センター3回、計7回の企画展を開催した (VI-1ー(1) 

42頁参照)。

1.資料の収集・保存

( 1 )収集

①寄婚

資料名

農耕図

高山彦九郎書

羽織(松木家家紋入り)

昭和五年内関国勢調査バッジ、特別

愛国婦人会会員章

九州医学専門学校開校記念文鎮

昭和 10年久留米大水写真他

「日露戦役旅煩の戦蹟J印刷物(封

箔入り)

「日露戦役満州軍総司令官一行出

征記念J写真、軍事郵便

軍事郵便、日米移民使用算盤他

竹村家資料(第3次)

紙芝居f二つの弾片」

古川家資料(第3次)

竹村家資料(第4次)

日寺代

明1台時代ヵ

江戸時代

江戸末期~明治

昭和戦前期

昭和7年

昭和戦前~戦後期

明治37・38年頃

明治~昭和 18年頃

大正~昭和 28年

昭和 17~平成

平成24年

大正~昭和

昭和戦前期
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寄贈者 数量(点)

岸副尚 1 

(公財)高山彦九郎
2 

先生史畷顕彰会

大賀トシ子 1 

青木照夫 2 

青木照夫 l 

野田宣iを 13 

野口勝司 l 

匿名 10 

匿名 10 

竹村逸彦 13 

橋本艮出代 l 

古川|恒行 14 

竹村逸彦 4 



戦時中絵葉書一式

昭和 40年代ホーロー看板

かや・伸子張りほカミ

文集f戦争を知らない子供たちへj他

氷冷蔵庫

消火弾

一般用米穀類購入通帳

②寄託

名字状

③購入

不破美作書状

資料名

資料名

坂本繁二郎防、爾「馬一題2J

④移管

資料名

(該当物件なし)

⑤採集

資料名

昭和 52年「久留米魅力マップJ作成

資料

宮本高等小学校出席簿他

久留米緋技術保存会旧所管印刷物他

硬貨粉、薬瓶、昭和 50年代カラーテ

レピ

月星靴{也

戦前郵便はがき f入営のごあいさつj

⑥刊行物

・寄贈図書:124櫛

・定期購読 24冊

昭和戦前期

昭和 40年代

大正~平成

昭和戦前~戦後期

昭和 26年

昭和戦前期

昭和 44年

時代

江戸時代

江戸時代

昭和 26年

時代

昭和 52年

明治 18~大正4年

昭和 35~平成 9年

近代~現代

昭和戦後期

昭和戦前期

『月刊文化財JlNo.619~630 (第一法規株式会社)

H寺代

時代

r;J嚇満

馬場マサミ

近海康治

中島徹子

田中F定

中村一恵

児玉玲子

寄託者

菊池武澄

原課

『博物館研究JlVoi.50・ぬ.4 ~ Vo1.51 . No. 3 (公益財団法人 日本博物館協会)
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数量(点)
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71 

191 

4 
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(2)保存

①爆蒸

期間:平成 27年 8 月 1 日 ~2 日

場所.南町文化財収蔵庫(久留米市南一丁悶 8番1号)

薬剤等 :D-D-Tシフェノトリン液化炭酸ガス殺虫剤(務品名:ミラクンGX) を使用し、 4時間

の密閉噴霧箆易燦蒸を実施。

※収蔵資料の補修については、 N-lー(1)参照

2.資料の活用

( 1 )貸出

期間 機関名

4 月 18~ 久留米市人権啓発セ

3月 31日 ンター

5月 21日~
九州国立博物館

3月 31日

5月 29日~ 公益財団法人有馬記

9月3日 念館保存会

8月 20日~
長崎歴史文化博物館

12月 20日

9月 14日~ 公益財団法人有馬記

11月 20日 念館保存会

7月 15日 個人

7月21日~ 三若者総合支所環境建

8月 15日 設課

7月 22日 江南中学校

8 月 58~
御井小学校

68 

10月 13日~
廃水中学校

30日

10月 14日~
金丸小学校

15日

目的

人権啓発センター常設展示室

で展示

文化交流展平常展で展示

企画展f江戸のふしき、な動物た

ちJで展示

「国際都市・長崎からみたドイ

ツJで展示

企画展「大名有馬家名品展」で

展示

久留米空襲体験に関するFBS

取材のため

国土議査前後の地図調査のた

め

平和授業のため

平和授業のため

社会科教材として

平和学習の講話で使用

」ー
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資料名等 点数

太鼓 l 

石人頭部、石人、家
3 

形埴輪

版画他 78 

ドイツ捕虜関係資料 15 

徳)11家康御内書{也 9 

久留米空襲爆弾片{也 4 

旧字図(高三若者) 3 

久留米空襲爆弾片他 9 

久留米空襲爆弾片{也 10 

ちきり(竿秤)他 4 

雑のう他 8 



10月 22日~ 福岡教育大学附属中
文化祭生徒会展示のため 「中学修身ー」他 10 

27日 学校

10月 27日~ 坂本繁二郎資料室特別展で展
八女市 坂本繁二郎関係資料 16 

12月1日 耳"

11月 20日~ 公益財団法人有馬記 企画展「久留米藩の参勤交代」
参勤交代関係資料 30 

1月 29日 念館保存会 で展示

1月27日~ 公益財団法人有馬記 企画展「おひなさまとミニチュア
ひな道具一式 58 

4月 15日 念館保存会 のお道具Jで展示

12月 17日~ 協働推進部地域コミ 足形池の所有者を確定するた
一筆竿入帳(国分)他 3 

1月28臼 ュニティ課 めの資料として

2月 17日~ 福岡県退職教職員協
平和のつどいのバベントで使用 防空頭巾 l 

24日 dτEb叉h 

3月4日~ 公益財団法人久留米
石橋文化セνター開園60周年

記念事業「悲劇の天才画家青 大八車 I 
22日 文化振奥会

木繁J劇中で使用

263 

( 2)印別物掲載等

申請許可日 機関名 掲載誌等 資料名等 点数

株式会社日本経済 マンション販売におけるパンフレット等 写真「新久留米市
4月 7日 9 

広告社九州支社 に使用 庁舎J他

4月 6日 NHK久留米報道室 報道に使用 =勇士図他 3 

事耳目新開出版生活 「週刊マンガ日本史J59号f杉田玄白」
4月 17日 弓曳き童子 l 

文化編集部 中に使用

読売新院大坂本社 読売新開の紙面およびウェブサイトに 田中久重夫妻ガ
4月 20日 l 

社会部 使用 ラス湿版

関西テレピ放送報 関西テレビ制作ドキュメンタリー番組に 爆弾=勇絵築書
5月 12日 4 

道局報道センタ} 使用 他

読売新聞大坂本社 読売新聞大阪本社の紙面およびウェ
5月 8日 弓曳き意子 l 

社会部 ブサイトに使用

おとななテレビ制作 TVQ九州放送「土曜の夜は!おとなな 写真「櫛原尋常小
6月 2日 4 

部 テレビjに使用 学校J~也

株式会社オノレタス NHKBSプレミアムfCATVネットーワー 若宮八幡宮縁起2
5月 26日 2 

ジャパン クJ内でイ吏用 幅
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公益財団法人有馬 企画展「江戸のふしぎな動物たちjに
4月2日 版酒等 78 

記念館保存会 かかる広報印刷物

6月 10日 俗人 『宮本透夫論文集』に収録
久留米市の歴史

7 
的建造物

長崎歴史文化博物 「国際都市・長崎からみたドイツ」にか ドイツ捕虜関係資
6月23日 33 

館 かる展示制作物等 料

公益財罰法人有馬 f大名有馬家名品展Jに使用 徳川家康御内書
7月8日 9 

記念館保存会 他

商日本新関紙面に使用(平和資料展
7月 1日 西日本新開

紹介)
「馬場陪」名刺 l 

ピーグ有限会社
福岡県商工会連合会発行カレンダー 写真f大刀洗陸軍

7月21日 2 
に使用 飛行場」他

久留米市観光案内
ブログ掲載

平和資料展展示
7月 17日 3 

所 資料(千人針他)

RKB毎日放送
RKBf豆ごはん。Jにて久留米市の木村 ドイツ兵久留米停

7月21日 1 
屋の歴史紹介に使用 虜収容所写真

'3曳き章子、田中

7月 24臼 TBSテレピ 「ニュースキャスターJに使用 久重夫妻ガラス湿 2 

板

株式会社NEXTEP
BSフジ「プライムニユ}スjVTR内での

問中久重写真他7月23日 3 
使用

東芝未来科学館
fからくり儀右衛門一代記双六jに使用 写真「久留米緋J

7月27日 5 
(季刊「理科の探検j2015年秋号) {也

7月 31日 偲人 地元郷土史本作成のため 筑後川絵図 1 

7月 31日 FBS福岡放送 fNEWSめんたいPlusj内で使用 爆弾片他 4 

ザ・ハブイントン・ポ ニュースサイトfノ、フィントン・ポスト日本 竹村逸彦氏「軍国
8月5日

スト・ジャパン 版J戦後 70年特集記事に使用 少年日記J

8月 10日 NHK福岡放送 「ロクイチふくおか」でのレポート制作
竹村逸彦氏「箪国

3 
少年日記j他

東京大学史料編纂
同所附属廼像史料解析センター古写 問中久重夫妻ガ

8月 13日 真研究プロジェクトにおける調査のた ラス湿板、久留米 2 
所

め 城ガラス湿板
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共同通信社福岡支 竹村逸彦氏f軍関 l 
8月 13日 報道に使用

千土 P'F-日記」

毎日新聞久留米支 爆弾三勇士関連
日月 13日 紙面掲載のため 9 

局 遺品

朝日新聞久留米支 久留米空襲爆弾
8月 10日 紙面及びデシ'IJ}~版への掲載 2 

局 破片

空襲予告のピラ
朝日新聞久留米支

8月 10日 紙面及びテ'シ'IJ}レ絞への掲載 (竹村逸彦氏18 l 
局

蔵)

株式会社ノ、イマー
8月 20日 fキッズちゃれんじ」での展示使用 写真「旭屋前j他 3 

ト久留米

株式会社CRCCメ 竹村逸彦氏「軍国
8月 21日 テレピ広報くるめでの使用 l 

ディア 少年日記」

8月 28日 他人
「九州南北朝争乱J(書名)の表紙に使

筑後川合戦図
用

9月 1日 株式会社想廃 グ、リーンハウス株式会社会報誌に使用
弓曳き章子、雲議

3 
水、無尽灯

株式会社西日本新 KBCテレビ、「発見!九州スピロットJ(八 五穀神社御祭礼/
9月 17日 l 

開メデ、イアラボ 女福島の燈篭人形編)に使用 っくし物細見之図

9月 24日 個人 中世文学会での口頭発表のため 合戦絵巻 1 

9月 24日 個人 著書への掲載 筑後J11絵図 l 

「戦後 70年夫善寺小学校平和h の 写真[祈願祭J(昭
9月 24日 大善寺小学校 5 

願い」に使用 和 18年)俄

第 48回明善大同 第 48回明善大同窓会のパンフレットに 写真「本町ロータ
10月 2日 2 

窓会 使用 リーJr市役所j

日本テレピ放送網
10月 2日

株式会社
日本テレビ、「スッキリllJにて使用 弓曳き童子{也 5 

「みんなの特撮ヒ

10月 16日 個人 Facebookへの掲載 ーロー展j会場写 l 

真

fみんなの特撮ヒ

10月 16日 個人 Facebookへの掲載 ーロー農」会場動

商

.39. 



久留米市観光案内
「みんなの特撮ヒ

10月 16日 ブログへの掲載 ーロー展J会場写会 1 
所

真

f花美術館」のf特集坂本繁二郎」に 坂本繁二郎権藤
10月 15日 石矯美術館 1 

使用 千之助宛書簡

株式会社エ)・ピ 朝日放送「西)11きよしのおしゃべりある 問中久重夫妻ガ
10月 15日 1 

一・シー・リブラ き闘です」において使用 ラス湿版

「みんなの特撮ヒ

10月 20日 個人 ツイッターへの掲載 ーロ)展」会場写 。
真

開隆堂出版株式会 fアクティブ、ラーニングで深める技術科
弓曳き童子、無尽

10月 19日 灯、ねじ切りグー 3 
宇土 教育jに使用

ジ

有限会社三猿舎
f江戸300落物語藩史《九州第))Jに使 写真「明治6年頃

10月 26日 3 
用 の久留米城j他

株式会社ピーア} 悶中久重夫妻ガ
10月 21日 広告制作(ワェブ、サイト)に使用 4 

ノレハウス ラス湿版他

公益財団法人有馬 企画展「久留米藩の参勤交代Jにかか 参勤交代関係資
10月 3013 31 

記念館保存会 る広報印刷物 料

小郡市教育委員会 クロスロードに伴う鳥栖・小郡史跡ハイ
11月 5日 筑後川絵図 l 

文化財課 キング事前学習会に使用

株式会社CRCCメ くーみんテレピ番組内で使用(ドイツ兵 写真f中央広場演
11月 18日 9 

デ?ィア ゆかりの地巡りパスツアー) 奏会場風景j他

国立研究開発法人

科学技術振興機構
11月 16日

研究プロジェクト推
世界ロボット会議基調講演に使用 弓曳き童子 l 

進部

関西テレビ報道セ 肉弾ニ勇士はが
11月 26日

、
ドキュメン夕日一「軍神」に使用 3 

ンター き{也

株式会社ドリームキ
f忘却の日本史九州第j第3号に使用

写真f明治6年頃
12月2日 .11 

ングダム編集部 の久留米城J{I也

東京都教育庁指導 東京都道徳教育教材集中学校版の伝
12月 7日

部義務教育指導課 統文化理解に係る掲載のため
弓曳き童子 l 
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明善高等学校
からくり儀右衛門オーデ、イオヒ。クチャー

12月 1413 "3曳き童子他 7 
製作のため

公益財団法人有馬 企画展fおひなさまとミニチュアのお道
12月22臼 ひな道具他 58 

記念館保存会 兵Jにかかる広報印刷物

久留米市観光案内 「むかしのくらし
12月 14日 ブログ掲載 5 

所 展」会場写真

九州朝日放送株式
「ニュースピア」放送

ドイツ{字腐収容所
12月 22日 9 

会社報道局報道部 関係写真

12月 28日 佐賀市
「明治日本の産業革命遺産」をGoogle 問中久重夫妻7f

l 
Cultural Institute上で公開 ラス湿版

シーキャト守株式会
1月 5日

社庄内支社
「中野浩一還暦特別番組jに使用 競輪関係資料 6 

株式会社放送映画
12月 22日

製作所
MBS特別番組r1万人の第九Jに使用

写真「久留米高女

でのドイツ捕虜に 1 

よる演奏会」

1月 13日 株式会社天夢人 週刊「ビジュアル江戸=百藩」に使用
写真「明治6年頃

2 
の久留米城」他

株式会社廃済堂出 「わが落のお国自慢対決(福岡県)Jに 写真f明治日年頃
l月 14日 1 

版 使用 の久留米城J

大牟田の空擦を記録する会「大牟田の 坂宗一の酉f大牟
l月 19日 個人 l 

空襲j第 28集に使用 国松や」

株式会社オカモト 久留米総関係古
2月25s 第 10回国際絞り会議参考資料 7 

商庖 写真

日田市立博物館
日間市立博物館のリニューアノレに伴う

2月29日
映像やパネル

筑後川絵図 l 

株式会社ベースボ

日本相撲協会機関紙「相撲jに掲載
小野)11才助化粧

3月 1s }ノレマガジン位相 1 

撲編集部
回し展示写真

水天宮新社殿造事幸「記念写真冊子」に 写真「明治6年頃
3月 10日 水天宮(東京) l 

使用 の久留米城」

3月24日 攻城団プロジェクト 攻城団ウェブサイトに使用
久留米市歴史散

l 
歩No.l2

このほか撮影のみ22件(158点) 計 390 
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VI.文化財の活用。周知普及

1.公開・活用事業

( 1 )久留米市立六ツ門図書館展示コーナー

平成22年 10月、久留米市立中央図書館西分館が「くるめりあ六ツ門J5階に移転し、六ツ門図

書館として開館した。この館内に展示コーナーが設置され、当課が運営を担当している。

同展示コーナーは、 100rrlを常設展、 168rrlを企画展のスペースとする。常設展は、造り付けの

居間及び台所に、家具や生活用品などを揃えて、昭和 30年代の暮らしの風景を再現している。企画

展は、平成27年度は当課主催4問、{也部局主催4自を開催した。

平成27年度企画展一覧

No. 展示会名 会期
来場者
数(人)

1 防災展 4 月 3 日 ~5 月 6 日 831 

2 暮らしの中の人権展 I 5 月 13 日 ~5 月 31 日 255 

3 暮らしの中の人権展 E 6 月 3 日 ~6 月 21 日 283 

4 
戦後 70年平和資料展

7 月 4 日 ~9 月 6 日 6， 695 
少年が見た久留米の戦争

5 からくり儀右衛門大賞作品展 9 月 12 日 ~9 月 19 日 331 

6 
みんなの特撮ヒーロー

9 月 19 日~ 11月 29日 3，939 
一戦後日本の大衆文化ー

むかしのくらし展 学校のたからも
7 
の

12 月 12 日 ~3 月 6 日 6，317 

8 人権ポスター展 3 月 L2 日 ~4 月 10 日 500 

9 常設展示のみ 283 

合計 19，434人

*主催は、 1都市建設部防災対策課、 2~ 3 ・8協働推進部人権啓発センター、
4 ~ 7・9文化財保護課
*常設展示「昭和 30年代のくらし J (上記企画展の会期以外)
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( 2)久留米市埋蔵文化財センター

①企画展

・第40固くるめの考古資料展「久留米の新発見 平成 24~26 年度発掘調査速報J

会場久留米市埋蔵文化財センター

期照:平成27年 10月 17日(土) ~11 月 15 臼(日)

内 容.平成 24~26 年度の期間に、久留米市内で行われた 36 遺跡 91 ヶ所の発掘調査から、

新たな発見があった遺跡を中心に 17遺跡の調査成果を公開。関連イベントとして2回

の講演会、発掘担当者によるギャラリートーク 5呂、勾3s:作り体験2図を実施。

見学者数:1，447名

-南棄の遺跡展

会 場:i菊葬ま校区コミュニティセンター

期間:平成28年3月8臼(月) ~3月 25 日(金)

見学者数・ 140名

②体験イベント

・考古資料展関連イベント

。歴史講座①「東北の遼跡を掘ってj ② f久留米城下を揺る」

会場:サンライフ久留米2階大会議室

日 時:①平成27年 10月 18日(日) ②平成28年 11月1日(日).13:00~14・30

参加者:①19名 ②29名

φfギャラリートーク」

会場:埋蔵文化財センター

日 時.会期中毎週土曜日 14:00~14・20

参加者・(各回) 1~6名

-協賛イベント

φ 『みづま祭り』 勾玉をつくろう一

会場水沼の里2000年記念の森公題

期日:平成27年 11月7日(土)・ 8日(日)

内容:古代体験、勾玉づくり

参加者数:140名
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(3 )坂本繁二郎生家活用事業

坂本繁二郎生家は、近代洋酒の巨匠である坂本繁二郎の生家であるのと同時に久留米市に唯一残

る武家屋室主である。その地域的重要性を検討して平成 15年7月に久留米市有形文化財(建造物)に

指定された。平成 18年度から平成 21年度までの4年間をかけて修理復原工事を行い、平成 22年

5月1日から一般公開をしている。生家では、年聞を通じて様々な企爾震や体験講座を開催してお

り、文化財の馬知普及に努めている。

。年間来場者数:6，639名(平成27年4月1日~平成28年3月31日)

@開館日数:307日 11=1平均来場者数:22人(小数点以下回捨五入)

く企画展>

坂本繁二郎. 期間平成27年4月25日(土)~6 月 14 日(日)

版画展 内容.坂本繁二郎の版画作品展

坂本繁二郎 期間:平成27年 10月27日(火)~12 月 13 日(金)

写真展 内容:坂本繁二郎自身を写した写真展

く季節行事>

期間:平成27年7月1日(水)~8 月 2 日(日)

七夕まつり 対象:一般入場料:通常連り(短冊を飾りに来た場合は無料)

内容:願い事を書いた短冊を笹竹に飾る。

日時.平成28年2月2日(火)~4 月 3 日(日)

対象:一般入場料:通常通り
ひなまつり

内容:坂本家に伝わる雛人形を展示し、期間中に体験事業・生誕

記念コンサ}ト・お茶会を実施。

くお茶会>

日時・平成26年3月21日(月、祝)10 a寺~15 時

主催.江戸千家久留米不自会 共催:文化財保護課

お茶を楽しむ会 対象:一般

茶券:一般500円、中学生以下300円
， 

※入場料(Eil体料金)を含む。

くミニコンサート>

日時:平成27年7月25日 (土) 19 時~21 時

演者:代表松本久実子氏(京泉会)

七夕ナイト 対象・一般入場料・参加費:無料

内容:生家の庭を竹燈績とベットボトルキャンドノレで彩る。

19時30分から一時間程度、大正琴の演奏を行う。
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359名

1，472名

140名

150名



生誕記念

コンサート

く体験事業>

茶レンジ!

こども茶会P

流しそうめんを食

べよう P

画伯に

チャレンジ!

餅っき大会P

折り紙で雛人形を

{乍ろう P

く落語>

日時:平成28年3月 12日 (土)

演者'代表主主遼氏(どんでばもす)

対象:一般入場料・参加費.無料

日時・平成27年6月初日(土) 10 時~12 時

講師西村F 宗尚氏

対象:小学生入場料・参加費:無料

内容:お茶の作法について先生から学ぶ。

日時:平成27年8il 22日 (土) 10 時~12 時

対象・小学生入場料・参加費・無料

内容.青竹で箸と器を作って、地元住民と一緒に流しそうめんを

食べて楽しむ。

日H寺:平成27年 11月28日(日) 10 時~15a寺

講師:宇美拓哉氏

対象・小学生入場料・参加費・無料

内容ー生家・庭の中からテーマを決めて絵を描く。

日時:平成27年 12月 19日 (土) 10 時~12a寺

対象:小学生入場料・参加費:無料

内容地元住民とともに、餅fつきをして、ついた餅を食べる。

日時:平成28年2月 13日 (土) 13 時 30 分~15 日寺 30 分

講師:関根千鶴子氏

対象:小学生入場料・参加費:無料

内容・折り紙で雛人形を作る。

日時平成28年1月 16日(土) 13 時 30 分~15 時 30 分

素人落語寄席 |対象.一般入場料・参加費:無料

内容:久留米落語長屋による寄席
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(4 )歴史探訪

平成27年度は、平成22年 5月 1日に開館した坂本繁二郎生家の5周年ということで、 f坂本繁一二

郎をしのぶ歴史探訪j と題して、坂本に縁のある土地や施設を巡った。

-期日 平成27年 11月 15日(日) ・参加者 25名(男性4名、女性 21名)

・参加費 1，200円(昼食代として)

時間 内容

09 : 00~09 : 10 集合・受付

09 ・1O~09: 15 移動(徒歩)

09 : 15~09 : 20 移動(パス)

09 : 20~09 : 50 企画展克学

09 : 50~10 : 10 移動(パス)

10 : 1O~11 : 10 見学

11 : 1O~12 : 00 移動

12 : OO~12 : 45 昼食

12 : 45~13 : 00 移動

13 : 00~13 : 40 説明・見学

13 : 40~14: 0。移動・見学
14 : 00~15 : 50 移動・見学

15 : 50~16 : 15 移動(パス)

16 : 15~16 : 50 移動(パス)

16: 50~17: 00 事務伝達・解散

2.協働・支援活動

(1)出前講座

~行程~

場所

市役所東口(両替町公園)

集合場所→ 久留米市役所市民駐車場裏手(パス待機場所)

市役所駐車場裏手(パス待機場所)→ 坂本繁二郎生家専用駐車場

抜本繁一郎生家

抜本繁一郎生家専用駐車場(パス待機) → 石橋文化センター

坂本繁一郎アトリエ石橋美術館『ニ科 100年展』

石橋文化センター → メモリアノレボーノレいわ井

メモリア/レホールいわ井〈八女市津江599)

メモリアノレホーノレいわ井 → 八女市役所(駐車場)→ 八女市図番館

坂本繁一郎資料室(図書館2階)

八女市図書館 → 八女公園寿像見学 → 八女市役所(駐車場)

!日居見学 → アトリエ跡地見学 → i日居隣接駐車場

無量寿院(紋骨堂・筆塚) → 伝統工芸館(トイレ休懇)

伝統工芸館→ 久留米市役所市民駐車場裏手

今後の事業案内等

市民向け講座として実施している「出前講座Jは、全庁的に取組んでいる制度で、文化財保護課

では「私のまちの歴史と文化財Jr歴史を体験jの2つのメニューを受け持っている。

①私のまちの歴史と文化財

開催回数:3 1回

受講人数:696名

主な内容:校区コミュニティセンター主催の講座や市民団体、学校を中心に、校長Eの歴史、久留

米市の歴史、またテ}マを設けて講座を開催。

②歴史を体験

開催回数 :8回

受講人数 :246名

主な内容 小学校や校長Eコミュニティセンターにおいて、火起こし・勾玉作り・石臼によるさな

粉作りなどの体験学習を開催。
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(2)実習受け入れ

27年度は学芸員実習および看護実習の受け入れは実施せず。

3.刊行物

( 1 )久留米市文化財調査報告書

9冊の文化財調査報告書、および平成25年度分の文化財保護課年報を刊行

第 361集 『南紫商遺跡ー第8次読査一』 平成27年9月

第 362集 『筑後国府跡叩第282次調査ー』 平成27年 10月

第 363集 『十関屋敷遼跡ゅ第4次調査一』 平成27年 12月

第 364集 『水分遺跡第5次調査、第7次調査遺物編ー』 平成28年3月

第 365集 『櫛原侍屋敷遺跡ー第 19次調査ー』 平成28年 3月

第 366集 トト問屋敷遼跡第5次調査ー』 平成28年3月

第 367集 『一γ野屋敷遼跡』 平成28年3月

第 368集 『平成27年度久留米市内遺跡群』 平成28年3月

第 369集 『久留米市埋蔵文化財集報XV111 平成28年3月

久留米市文化財保護課年報vol.11 W平成25年度版』 平成28年 3月
(2)その他の刊行物

①歴史散歩

久留米市では、市民向けに郷土の文化財を解説する冊子を作成している。本年度は、久留米空襲に

関する展示を行ったことからぬ41として『平和への祈り 久留米の戦争遼跡 (3)~久留米空襲編

~11 を刊行した。また、 No.16 の『三島家長屋内』の在庫が無くなったため、これを改訂した。

②文化財マップ

文化財マップは、小学校校区毎の文化財の位置と解説を入れたもので、本年度は、上津校区の文

化財マップを作成した。

③収蔵館ニュース

久留米市文化財収蔵資料の調室・収集・保存・活用について紹介するため、平成元年度より年1

回発行。同 17年度に『仮称 久留米歴史博物館準備だより』より改題。平成 27年度は第 12号を

発行(改題通算 38号)。

(3 )文化財説明板作成設置

本年度は「あげ舟J、「柳坂曽根の櫨並木J、「武田東山先生の墓碑」、 r1日市庁舎部材Jの文化財説

明板の説明板等を作成設置した。

0県指定有形民俗文化財「あげ舟J• .・説明板が古くなっていた白ため、文章を見直して改修した。

O県指定天然記念物「柳坂曽根の櫨並木J• .・平成26年度に破損したため、新規に設置した。

or武田東山先生の墓碑J• • .古くなり破損したため、新たに設置した。

o rl日庁舎部材j・・-旧市役所庁舎の部材を宮ノ陣クリーンセンターで再利用したので、部材の来

歴について解説する説明板を設置した。
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VH.協議会②研修会派遣

1.協議会

(n全国史跡整備市町村協議会

O事務局国分寺市(東京都)

0加盟市町村数 517市町村 (400市、 151町、 16村)平成27年 10月7日現在

①第50回全国史跡整備市町村協議会高岡大会

J 開催日:平成27年 10月7日(水) ~9 日(金)

開催場所:ホテノレニューオータニ高岡(富山県高i海市)

第 50聞記念大会シンポジウム「全国の遺跡の整備と活用を考える」

黒崎直氏(大阪府弥生文化博物館長)

パネノレディスカッション

テーマ「地域の中の文化財記念物・文化的景観の保存活用の今後を見据えてー」

コーディネーター佐藤正知氏(文化庁主任文化財調査官)

パネリスト 問中哲雄氏(日本城郭研究センター名誉館長)

増淵i徹氏(京都橘大学教授)

黒崎直氏(大阪府弥生文化博物館長)

毒事例発表 菅原弘樹氏(奥松島縄文村歴史資料館)

問中大輔氏(南アルプス市教育委員会)

城戸康利氏(太宰府市教育部)

②臨時大会

開催日・平成27年 11月 12日(木)

開催場所.ホテルニューオオタニ(東京都千代田区)

※久留米市は、福岡県市町村文化財保存協議会事務局として参加

(2 )全国公立埋文センタ一連絡協議会 中国・四国・九州ブロック会議

0幹 事・山口県埋蔵文化財センター(中・四国)、鹿児島県埋蔵文化財センター(九州)

0力日銀団体:21団体(鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、香川県、大分県、宮崎県、鹿

児島県、沖縄県、井原市、岡山市、倉敷市、津山市、東広島市、福岡市、北九州市、

小郡市、久留米市、松浦市、宮崎市)

開催日:平成27年 10月8日(木) ~9 日(金)

開催場所:宮崎市民プラザ4階中会議室(宮崎市橘通西1丁目 1-2) 

協議事項:r普及凄発事業における学校教育との連携についてJ等15の議題を協議

視察地生白古墳群史跡公園、生自の社遊古館、史跡穆佐城跡
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(3 )第5困古代山城サミット基山大会

O事務局:基山町教育委員会

0加盟市町村数:31市町(平成27年4月1日現在)

開催日平成27年 10月2日(金) ~3 臼(土)

開催場所基山町民会館

開会行事、基簿城跡等現地見学会、自治体首長会議

記念講演:r古代山城を活かしたまちづくりJ佐藤正知 氏(文化庁主任文化財調査官)

基山町立小中学校合同創作劇Urこころつないで~基鶏城に秘められたおもい~J

閉会行事

(4 )九州地区市町村文化財保存整備協議会

O事務局福岡市

0加盟市町村数 83市町村 (58市、 -24町、 1村)平成27年4月1日現在

①総会

開催日:平成27年7月 29日(木) ~30 日(金)

開催場所:宗像ユリックス(福岡県宗像市)

議 事.総会決議

議 話:r近代遺跡の保存について」五島昌也氏(文化庁記念物謀整備部門)

研究協議・ f宗像市の世界遺産登録活動j岡 崇氏(宗像市世界遺産登録推進室)

「田熊石畑遺跡の整備事業」白木英敏氏(宗像市郷土文化課文化財係)

視察研修.田熊石畑遺跡歴史公属、宗像大社、宗像大社神宝館、海の駅むなかた館

(5 )福岡県市町村文化財保存整備協議会

O事務局久留米市

0加盟市町村数 52市町村 (27市、 24町、 1村)平成27年3月31日現在

①総会

開催日:平成27年5月 29.日(金)

開催場所:大野城まどかびあ(大野城市)

議 事:第1号議案平成26年度事業及び決算報告

第2号議案役員の改選について

第3号議案役員の承認について

第4号議案平成27年度事業計函及び予算(案)

第5号議案 次期総会開催地の決定について

記念講演: 青木達司氏(文化庁文化財部記念物課文化財調査官)
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記念シンポジウム

テーマ「文化財の未来へのつながりとひろがりを考える」

コーディネ}ター 見城俊昭(大野城市教育委員会教育部長)

パネリスト:徳永淳(宗像市経営企爾苦11企画課世界遺産登録推進室長)

宮井善朗(福岡市経済観光部局大規模史跡整備推進課長)

城戸康幸Ij(太宰府市教育委員会文化財課副課長)

視察研修特別史跡水城跡

②研修会

開催日:平成27年 11月 13日(金) 10 時~16 時 30 分

開催場所:福伺県吉塚合同庁舎 702会議室

研修内容.遺跡写真のデジタノレ化と撮影法、ライティングの基礎とデジタル撮影、

写真画像の処理と保管

講師中村一郎氏(独立行政法人奈良文化財研究所)

(6 )福岡県装飾古墳保存連絡協議会

0事務局桟川町教育委員会(王塚古墳装飾古漬鎗)

O加盟市町村

①平成27年度研修会

開催日;平成27年7月 10日(金)

開催場所.飯塚市歴史資料館(飯塚市)

事例報告:r装飾古墳におけるデ、ジタルデータの計測J

「装飾古墳におけるデ、ジタルデータの活用j

現地見学:飯塚市歴史資料館、 )11島古墳公園

(7)北筑後文化財行政連絡協議会

O事務局久留米市

0加盟市町村朝倉市、うきは市、小郡市、久留米市、大刀洗町、筑前町、東峰村

①総会

開催日・平成27年 5月 22日(金)

開催場所・北筑後教育事務所(久留米市)

②北筑後文化財フェスタ

事業名.北筑後の戦跡を巡る

開催日，平成27年9月5釘(土) 9日寺30分から 16時

見学コース:r少年が見た久留米の戦争」展見学(六ツ門図書館展示コーナ~)→陸軍墓地(久留

米市野中町)→大刀洗飛行場(筑前田丁)

内 容:戦後 70周年の節目に、北筑後に残る戦跡を巡るパスツアーを実施。
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③筑後J11流域装飾古墳同時公開 平成27年 10月 19日(土) 9 rl寺から 16時 30分

公開古墳花立山穴観音古墳(小郡市) {I山道古墳(筑前町) 狐塚古墳(朝倉市)

浦山古墳・日i輪寺古墳(久留米市) 珍敷塚古墳・原古墳のきは市)

五郎山古墳(筑紫野市)

@担当者研修会

加慰市町村担当職員の技能向上を目的として実施。

.第1回研修会

期 日:平成27年8月7日(金) 14 時~17 時

場 所:小郡市埋蔵文化財センター

内 容事前審査についての講話と意見交換を行う。参加者数22名

講 師:佐藤一郎氏(福岡市経済観光文化局文化財部)

-第2回研修会

期 日平成28年3月 23日(木) 14 侍~17 時

場 所・北筑後教育事務所視聴覚室

内 容:r近年の文化財保護行政についてj、「朝倉軌道Jの講話及び加盟市町村が平成27年度

に行った文化財事業(試招確認・発掘調査・整備・普及啓発等)の事業を発表・意見

交換を行った。参加者数18名

(8 )その他の加入協議会

①九州博物館協議会

②福岡県博物館協議会

2.研修派遣

(1)文化庁主催研修会

①史跡等・重要文化的景観マネジメント研修会、文化的景観保護実務研修会

記念物保護行政担当者会議

開催日:平成27年6月 16日(水) ~17 日(金)

開催場所:文部科学省東館

②第2回埋蔵文化財担当職員等講習会

開催日:平成28年2月3日(水)~ 5 s (金)

開催場所:鹿児島県歴史資料センタ}要望明館(鹿児島県鹿児島市)

(2 )福岡県教育委員会主催研修会

①福岡県埋蔵文化財安全講習会

開催日・平成27年7月 15日(水)

開催場所.九州歴史資料館(小郡市)

講沼会:r健診結果を生活習慣改善に活かそう~埋蔵文化財発掘調査現場等での健康づくり ~J

吉田 純子氏(福岡県北筑後保健福祉環境事務所)
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②福岡県文化財担当職員研修

開催日平成27年 10月22日(木) 13:00~17:00 

関催場所福岡県吉塚合同庁舎 801会議室

「文化財保護行政における近年の動向J杉原敏之氏

「世界遺産の取組みについて」企画・地域振興部総合政策課世界遺産登録推進室

「文化財建造物の登録にむけてj 田上稔氏

f名勝調査事業の取組みと文化財庭園フォーラムについてJlE回 実知彦氏

(3 )他国体

①第3固まちなみフォーラム in内野宿

開催日.平成27年 11月 13日(金) 10 時~17 時

開催場所正円寺(飯塚市内野)

(4)諜肉研修

①埋蔵文化財調室チーム専任非常勤職員研修

第 1匝 「近世陶畷器の資料作りにむけてー活用しやすい資料についての検討ー」

開催日.平成27年6月4日(木)

研修内容:肥前系、瀬戸、京都など、近世の調査で出土量が多い陶磁器について、報告書作成に活

用できる資料を作成する。今年度は染付文様の図柄を収集、分類し、実測や出土遺物一

覧表作成日寺に名称等の検索を容易にし、混乱が見られる名称を統一するための台帳作成

作業を行うため、その様式などを決定。

その後は年度末まで、近世の発掘調査報告書作成に向けて整理作業を行う中で、図紋

の例を収集し、内容を充実させていく作業を進めた。
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VllL 所管団体の事業

1.公益財団法人有馬記念館保存会

( 1 )運営体制 (平成28年3月31日現在)

役員名
，目.

所属 氏名

dコbズ、 長 久留米市長 檎 原~ 京l 則

副会長 久留米商工会議所会頭 本 村康 3人

常務理事 久留米市市民文化部長 聖子 国 秀 樹

理 事 篠山神社宮司 山田 茂!人

理 事 久留米大学理事長 神 代 正 道

(株)ブリヂストン九州生産本部
理 事

総務部長 '九
酒井田 達 朗

監 事
(株)福岡長財子執行役員・県南地区

権 藤 尚彦
本部本部長

監 事 久留米市会計管理者 長 尾 孝 彦

評議員 久留米市高rj市長 橋 本 政孝

評、議員 久留米郷土研究会代表 樋口 成

言平元議員 篠山神社総代 河 北 主由主 正

評議員
(公財)久留米観光コンベンション

辻 文 量宇
国際交流協会常務理事

評議員
(株)ブリヂストン九州生産木部

R 木 キナー ，裕
総務部総務課長

評議員 久留米市市民文化部次長 竹 キナ 政 高

-事務局

匡霊霊週一匡霊童図?霞霊亙

-会議の決議事項

メ士色国、 議 年月 日 議決事項

評議員会の書面表決 平成27年4月6S (1)致事選任の件の承認

(1)平成26年度事業報告及び決算についての

第 1回理事会 平成27年6月2S 承認

(2)第2問評議員会の招集についての承認

q
d
 

「

O



第2回評議員会 平成27年6月24日
(1)平成26年度事業報告及び決算についての

承認

(1)平成28年度事業計顔、収支予算、資金調

第2田理事会 平成28年3月24日
遥及び設備投資の見込みについての承認

(2)平成28年度第1閉評議員会の招集につい

ての承認

(2)周知事業

公益財団法人有馬記念館保存会では、地域の先人達が収集し伝承してきた貴重な郷土の資料や文化

を、社会教育や学校教育に貢献することを目的とし、 [1]資料の展示公開を通じて郷土の文化財の普

及啓発、 [2]他館や地域との連携・周知、 【3]そのために、寄贈・寄託・収集資料の調査研究を行

い、 [4]安全な環境の中で保存管理するとともに、これらの事業を展開するための [5]施設の管理

維持、などの事業を行っている。

①平成27年度実施事業の概要

f有馬記念館リニューアノレ5周年記念企画展」と銘を打ち、久留米に関わる歴史・文化の展示公開

を主な目的とした企画展を4間開催した。

企画展「江戸のふしぎな動物たちJ(平成 27 年 6 月 6 日 ~8 月 31 日)は、学校の夏休み期間に合

わせて、小・中学生とその家族も一緒に楽しめる=幅広い世代が親しみやすい「動物jをテーマとし、

江戸時代に描かれた絵画を中心に展示公開した。また、会期中には、「折り紙で作ろう動物たちJr判

じ絵クイズ」を開催した。

企画展「大名有馬家名品展J(平成 27 年 9 月 19 日 ~11 月 16 日)では、大名有馬家ゆかりの美術

工芸品や歴史資料から、選りすぐりの品々を紹介し、甲膏や刀剣・薙刀などの武具や、書簡、調度品

などを展示し、有馬家の歴史をたどった。会期中、立花家史料館の植野かおり舘長を招いて、 f武家

のアイデンティティー 久留米落主有馬家の武具申脅ー」ど題した講演会を開催した。

企画展 f久留米落の参勤交代J (平成27年11月 28 日 ~1 月 25 日)では、参勤交代のきまりを記した

古文書、藩士の道中日記や携行品、江戸藩邸の様子を描いた絵画などを展示し、久留米務の参勤交代

を紹介した。

企画展 fおひなさまとミニチュアのお道具J (平成28年2月 13 日 ~4 月 4 日)では、たんすや棚、

文房具、食器類など、蒔絵で装飾された精巧なミニチュアの調度類を一堂に公開し、有馬家で実際に

飾られていたひな壇を再現した。また「春の香りの印香作りj と題し、お香作りのワークショップも

開催した。

②加入協議会

・福岡県博物館協議会

-54 -



2.公益財団法人久留米緋技術保存会

( 1 )運営体制

・役員

役員名 所 属

理事長 久 留 米市長

常務理事 久留米市市民文化部長

理事 八女市文化課長

理事 筑後市教育委員会社会教育課長

理事 広川町商工観光課長

理事
大木町生護学習課長
図議・情報センター館長

理事 重要祭器文化財A留ま詩集持者会会長

理事 久留米緋協同組合理事長

理事
久留米緋縞卸商協同組合

理 事 長

重量事 久留米市会計管理者

監事 八女市教育委員会教育長

P 評議員 福岡県文化財保護課長

評議員 久窃米市教育委員会教育長

評議員 久留米商工会議所会頭

評議員 筑後商工会議所副会頭

評議員 広)11町商工会会長

評議員 大木町商工会会長

評議員 久留米南部商工会会長

-事務局

匡霊童m 匡霊童週一匿亙j;i_(1)1 
-会議議決事項

55 

平成26年 3月31日現在

氏 名

槍 原 手Jj 貝日

野 回 秀 樹

松 尾 秋

高 木 正 勝

山 下 俊 子

本 キナ 伸 治

松 校 哲 也

?!!1 回 光 政

里子 ロ 示日 彦

長 尾 孝 彦

吉 {主 政 子

赤 司 善 彦

堤 正 員IJ

本 キナ 康 人

大 薮 健 介

高 室品 lE 

事凪 方 重 義

中 キナ 哲 自E



iコミ，_ 岳閥地均 年月 日 議決事項(すべて承認)

第1聞評議員会 平成27年4月3日 (1)監事の選任について

(1)平成26年度事業報告並びに決算について
第1回理事会 平成27年6月3日

(2)第2回評議員会の招集について

(1)平成26年度事業報告並びに決算について

第2閏評議員会 平成27年6月24日 (2)監事の選任について

(3)理事の選任について

(1)平成 28年度事業計画、収支予算、資金調

達及び設備投資の見込みについて

(2)重要無形文化財久留米緋選考委員会規程の
第3回理事会 平成28年3月23日

制定及び重要無形文化財久留米緋技術研

修生養成事業規程の改正について

(3)評議員会の招集について

(2)久留米緋技術保存事業

公益財団法人久留米緋技術保存会は、国庫補助金 1，500万円、県費補助金250万円及び関係団体等

の負担金により国庫補助事業である重要無形文化財久留米緋の伝承者養成事業等を行い、制作技術を

保護し、その保存管理及び活用を図った。

事業内察については、重要無形文化財久留米緋の指定要件である、手括り、藍染め及び手織りの技

術を対象として、久留米緋本来の技術保存のため、技術保持者に2反、伝承者養成として技術伝承者

に46反の制作を行った。

また、平成 21年度より開始した技術養成事業の第4田技術研修生を対象に、手括り・藍染め・手

織り等の研修会を開催し、技術の恒久的保存とさらなる向上に努めるとともに、「新作展」等の展示会

を福岡市と久留米市で開催し、久留米緋の PRに努め、康史及びデザインの教材として参考資料の購

入と、保存資料の撮影及ひ整理を行なった。

・技術者等養成研修事業

手揺り研修会 平成 27年 6 月 8 日 ~6 月 10 日

平成27年6月 12日

平成27年8月3日

平成 27 年 8 月 19 日 ~8 月 21 日

藍立て研修会

藍染め研修会

手織り研修会

制作委員会 平成28年 3月2日・ 10日・ 27日

技術研修生 1名の技術伝承者への推挙 平成28年2月

技術伝承者5名に技術保持者への推挙 平成28年3月

.品質管理事業

戸むにυ



第 1田中関検査 平成27年 8月 21日

第 2田中間検査 平成27年 11月初日

第 1図作品検査 平成27年 10月 23日

第 2図作品検査 平成27年 12月 18日

第 3回作品検査 平成28年2月 12I'l 

.原材料及び用具の確保事業

アラソウ生育調査 平成27年6_Fj 26日

アラソウ刈取り・製造支援 平成27年 8月 1日・ 2日

.資料収集整理及び研究調査事業

保存資料の整理 平成 28 年 1 月 19 日 ~1 月 28 日

保存資料の撮影委託平成28年 3月

参考資料購入着尺3点 (不可欠特定財産とする)

.展示会事業

J 

新作展(福岡市) 平成 28 年 2 月 15 日 ~21 日 (入場者数 3，230名)

場所・アクロス福岡 匠ギャラリー 平成27年度研修作品・古布等を展示手織りの実演

新作展(久留米市) 平成 28 年 3 月 19 日 ~20 日 (入場者数:380名)

場所.地場産くるあ平成27年度制作作品・研修生作品・古布等を展示

.その他の事業

共立女子大学への資料提供及び久留米緋展示会の視察

全国重要無形文化財保持団体協議会久米島大会への参加

(3 )全国重要無形文化財保持団体協議会(久留米市加盟)

O目的

全国重要無形文化財保持団体および関係する市町村が協調し、重要無形文化財の保存に関する調

査研究およびその具体的方策の推進を図り、もって重要無形文化財の技術伝承と保存活用に資する

ことを目的とする。

0事業

1.役員会平成27年 7月2日 島根県浜田市 (浜田ワシントンプラザ)

2 総会平成 27 年 11 月 5 1'l ~6 日久米島大会 沖縄県久米島町

平成27年 11月 5日 行政担当者会議・大会(具志川農村環境改善センター)

平成27年 11月 6日 視察研修(久米島紬真謝ユイマ~}レ館、西銘ユイマール館)

3.普及活動 第 23[E]重要無形文化財保持団体秀作展 「日本の伝統美と技の世界」

平成27年 11月 5日~平成27年 11月 22日

ヮ，FO
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報告(2) 平成28年度の事業概要

ト文化財保護課の体制

i鰯護 側網棚断830-8520久留米電盤盟主二出l}ka3_i哩血国me.fuku伽 JP
ー 課長 チームリーダー i 事務職 | 専門職

教育長 |文化財保護課 埋蔵文化財 l 
堤正則 I I課長補佐 |事務主査 主遊

0942-30-9000 I I山崎万里子 |豊福早苗 水原道範

害事前確認

市長

檎原利良，JJ

副市長

橋本政孝

森 望

市民文化部

(市長部局}

市民文化部長

里子回 秀樹

文化芸術担当部長

甲斐回 忠之

市民文化部次長

竹村 政高

文化財保護課

0942-30-9225 

FAX 0942-30-9714 

埋蔵文化財セ均一

0942-34-4995 

FAX 0942-34-5045 

文化財収蔵館

0942-38-6194 

FAX 0942-34匂 5045

西町発掘誘査事務所

TEL/FAX 0942-37“7687 

筑後国府跡発掘調査事務所

TEL/FAX 0942-45-1075 

課長兼埋蔵文化財

センター所長

馬場博文

学芸

塚本映子(事務主査)

本悶岳秋

商町発掘調査事務所

熊代畠之

庭木誠

江頭俊介

西拓巳

古賀和子(専)

宮崎彩香(専)

筑後国府跡発掘調査事務所

神保公久

小川原励

米海美詠子(専)

埋蔵文化財センター

園井正隆(再)

課長補佐 |事務主査 |小津太郎

白木 守 |小形孝徳 i穴井緩香
佐藤響子

津村良知 l穴井綾香
(公財)有馬記念館 |高取草IJ沙(任) 文化財収蔵館

保存会 I I寺崎勝美(嘱)

保存管理

吉岡秀美(専)

石橋久美子(専)

六Y門展示コ」ナ}

中村吉文(再)

松田 弘(明書)

1.........................................1 

主査 i市村久美子 |江島{申彦
丸林被彦 |倉吉孝道 !神保公久(兼任)

古賀文子U壬) I庭木誠(兼任)

六ツ門図番館展示コーナーIC公財)久留米緋 i率務局次長
回42-27-9281 I 技術保存会 i丸林禎彦
FAX 0942-27ω7281 I事務局長

馬場博文

有馬記念館

TEL/FAX 0942-39-8485 

大薮住江 白木守

江島{申彦

市村久美子

倉吉孝道

(再)は再任用職員、 (麟)は嘱託職員、 (専)は専任非常勤職員、 (任)は任期付非常勤職員の略。
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II.文北財の指定

市内の指定文化財は、国指定文化財27件、 j県指定文化財43件、市指定文化財 103件、国登録文化

財5件である。

[00・県指定文化財の動向}

有馬家大名墓地の霊屋の調査報告を今年度に行う。

石橋財団が所蔵する重要文化財7件(絵画5件、工芸品1件、書跡1件)については、石橋美術館

からブリヂストン美術館へ移管されることが決定している。また、県指定無形文化財である「久留米

緋織締jは久留米市から広川町へ管理が移管される予定である。

昨年度、指定候補としていた「虫追い祭Jについては、後継者等の課題もあり、保護団体内部で文

化財指定について慎重な意見がでできており、協議の結果本年度の指定は見送りとした。保護団体と

は今後も協議を継続していく。

久留米市内の指定文化財表

有形文化財 経 有 無 史 名 天 選 」支立持ー

総 建 絵|彫 ヱ 書 典|古 考 歴 T移 形 形 跡 勝 然 定 録

指 数 造 函 爽j コせE土， 跡 籍 文 古 史 文 民 民 記 技 文
総

定 物 品 書 資 資 イ包 {谷 俗 念 術 イ乞
数

)JIJ 料 料 財 文 文 物 保 財

化 イ乙 存

財 財

総
178 87 21 11 18 9 2 τ 9 3 2 3i 10 23 l 26 。5 

数

国 32 20 2 3 4 1 。 l 。l 9 。3 。5 

県 43 22 B 3 3 3 。 2 3 1 5 2 6 。7 。。

市 103 45 5 11 4 。 5 6 3 。26 7 8 l 16 。。
(平成28年3月31日) ※史跡と天然記念物に二重指定されている「目安町の一里塚」は、史跡に入れている。

-60 -



亜.埋蔵文化財調査事業

1.事前確認、及び発掘調査事業

ここ数年民間開発に伴う分譲・宅地造成・マンション建設に伴う発掘調室が依然として増加傾向に

ある。窓口での f埋蔵文化財包蔵の有無についての照会J(事前確認)は、前年比1.2倍と増加傾向に

ある。また、市街地の小学校建て替えに伴う調査も30年度まで予定されており、公共・民間事業共に

減少の兆しは見られない。

9月現在発掘調査中の遺跡

調査番号 遺跡名 調査期間 担当者

201513 久留米城外郭遺跡(第23次調査) 平成28年2月11臼~平成28年7月29日 江頭

201601 白川遺跡(第6次調査) 平成28年4月11日~平成28年7月8日 西

201602 京隈侍屋敷遺跡(第28次調査) 平成28年4月11日~平成28年6月17日 小川原

201603 京限侍屋敷遺跡(第29次調査) 平成28年5月9日~平成28年5月23日 熊代

201604 筑後国府跡(第285次調査) 平成28年6月6日~平成28年7月22日 E若木

201605 京隈{寺屋敷遺跡(第30次調査) 平成28年6月30日~平成29年6月末終了予定 熊代

201606 十問屋敷遊跡(第6次調査) 平成28年7月6日~平成28年8月28日 西

201607 自)1.[遺跡(第7次調査) 平成28年7月25日~平成28年9月2日 小川原

201608 大圏遺跡(第5次調査) 平成28年7月27日~平成28年8月18臼 神保

201609 十問屋敷遺跡(第7次調査) 平成28年8月1日~平成28年8月24日 江頭

201610 へボノ木遺跡(第73次調査) 平成28年8月1日~平成28年11月末終了予定 廃木

201611 白川遺跡(第8次調査) 平成28年9月5日~平成28年10月31日終了予定 西

201612 市ノ上北屋敷遺跡(第8次調室) 平成28年9月12日~平成28年10月31日終了予定 江頭

201613 高良山講堂跡 f策 1次調査) 平成28年9月13日~平成28年10月21日終了予定 神保

2 埋蔵文化財センター

平成 18年度から実施している国庫補助事業の「埋蔵文化財保存活用整備事業Jでは、昨年度より

筑後国府跡の再整理に着手しており、報告書を作成するための整理作業を実施する。

今年度はまず、古宮・大林地区、阿弥陀地区の出土資料を再点検し、古宮・大林地区については今

年度中に報告書を発行する予定である。

この他、前年度問様、発掘調査および報告書が刊行された遺跡について、出土品を含む記録類の受

け入れを行い、資料の貸出や閲覧に対応できるよう情報を管理し、収蔵する。
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lV.文化財保存・整備事業

本年度に係る事業は、美術品4点の修復、建造物の修復事業1件、民俗文化財保存事業2件、史跡

等の整備に係る事業及び天然記念物に係る事業5件である。

1.有形文化財

( 1 )収蔵資料補修事業

平成 28年度の収蔵資料補修事業は、伝坂本繁二郎「山水図J(紙本墨画・掛編装)、三谷有信「筑

後国府図J(紙本着色・ー紙)、三谷有イ言「高良山真景関J(紙本着色・一紙)、三谷有信「高良山神籍

石略図J(紙本着色・ー紙)の4点について実施する。補修は熊本市の富永米山堂へ委託する予定で

ある。

( 2)建造物修復・窓皆調査事業

①高良大社本殿・幣殿・拝殿保存修理事業

昨年より継続して工事を行っている。 2年目の今年度は、本殻の屋根部分を主に修復する予定であ

る。また、保存修理事業に伴い、神社関連施設も合わせて建て直しを行う予定で、これに先行して9

月 13日より発掘調査を行い、高良大宇土に関連する遺構を確認する。

②寺町歴史的建造物等調査事業

平成25年度より実施している事業で、本年で4ヵ年目となる。過去3年間で 10ヵ寺院を調査して

おり、今年は2ヵ寺院の調査を予定している。

③高良山神籍石環境整備事業

神緩石の指定地内で、民家と隣接する部分の法面が緩み、危険な状態となっているので、法話保護

のための工事を実施し、史跡の安全性と見学の利便性を向上する。

2.記念物

( 1 )史跡整備事業

①筑後国府跡歴史公園整備事業

平成 28年度については、 3{1牛の史跡地の買上げを予定している。契約が成立すれば、国王号館地区

の買上げが終了する。全体の公有化率は85.22%となる。

②史跡筑後国府跡保存活用計画策定事業

平成28年度から2ヵ年の計画で保存活用計画を策定する。本年度は1/1，000縮尺の地図と筑後国

府跡の現地調査を行い、現況を確認する。
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V.文化財管理事業

1.文化財保護団体育成補助事業

文化財保護課では、地域の文化財を保護育成するため、 15団体の事業へ補助金を交付している。

( 1 )文化財保護団体

-鬼夜保存会

・花火動乱蜂保存会

.草野風流保存会

・若宮八幡宮神幸祭実行委員会

.八了島の御供納

・御井町風流保存会

.満月会保存会

-高良山同志会

重要無形民俗文化財「鬼夜」管理団体

県指定無形民俗文化財「動乱鋒J管理団体

市指定無形民俗文化財「須佐能裳神社の神幸祭J管理団体

市指定無形民俗文化財「若宮八幡宮神幸祭j管理団体

市指定無形民俗文化財「八了島の御供納j管理団体

市指定無形民俗文化財「御井田丁風流j管理団体

市指定無形民俗文化財「十五夜さん大線引きj管理団体

市指定無形民俗文化財「高良山獅子舞」管理団体

-特定非営手Ij活動法人ヒナモロコ里親会 市指定天然記念物「ヒナモロコ」保護活動団体

'NPO法人ヒナモロコ郷づくりの会 市指定天然記念物 fヒナモロコ」保護活動団体

(2 )研究会・文化財を活かした地域活動団体

-高良山の緑と史跡を守る会

-久留米郷土研究会

.山川校区郷土研究会

.田主丸郷土会

2.文化財施設・史跡等管理事業

文化財保護課が所有している施設及び指定史跡を4団体、 2名に管理委託し、史跡2箇所の車刈り

については、指名競争入札により業者へ委託している。

( 1 )指定文化財の管理業務

・浦山古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対成田山久留米分院

-下馬場古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対偶人

(平成26年度から環境調査のため見学停止中)

-高良山神縫石 国指定史跡高良山神緩石の清掃、見聞り点検高良大社

・日輪寺古墳 国指定史跡保存庫の施錠管理、見学者の応対 日輪寺

-大喜子寺!日庫裡 市指定有形文化財(建造物) 旧庫裡の施錠管理、清掃、点検個人

-目安町の一里塚市指定史跡天然記念物市有地の草刈り、清掃。年3回実施 目安町自治会

・筑後国府跡 悶指定史跡市有地の草刈り、清掃。年3回実施委託

-安国寺慈棺墓群国指定史跡市有地の草刈り、清掃。年3回実施委託
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(2)歴史公園管理業務

以下の施設の管理業務について、地域団体等に委託している。

-おおはし歴史公園 県指定有形文化財(建造物)の石潟大橋を含むおおはし歴史公園の日常管

理・清掃、草刈り、公衆用トイレの清掃

-御塚権現塚史跡の広場 国指定史跡御塚古墳、権現塚古演と公閤童文地内の日常管理・清掃、

草刈jり、公衆用トイレの清掃

・大塚古墳歴史公園 国指定史跡 田主丸大塚古墳と歴史公閣の日常管理・清掃、草刈り、公衆

用トイレの清掃

3.防犯・防災事業

( 1 )文化財防火デー

文化財愛護に関する意識の高揚を図る目的として、毎年 1月 26日を「文化財防火デー」と定めて

おり、例年、久留米市でも関係機関とともに訓練を実施している。本年においては、須佐能哀神社に

おいて防火訓練を実施する。

日時:平成29年1月茶臼午前中

場所:須佐能哀神社(久留米市草野町)

主催.久留米市

内察例年通り火災想定シミュレーションを実施。

参加者:未定

(2 )防災施設設置及び管理事業

重要文化財f木造阿弥陀如来立像」を所有する無量寺が、火災報知機等の防災施設を設霞するため、

補助金を交付した。その他、例年同様、防災施設の管理に濁する補助金を交付している。

・高良大社所蔵文化財重要有形文化財、県指定文化財各種管理に対する補助金高良大社

・善幸草寺所蔵文化財 重票有形文化財、県指定文化財各種管理に対する補助金善導寺

・木造阿弥陀如来立像重要有形文化財 管理に対する補助金専念寺

-木造阿弥陀如来立像重要有形文化財 管理に対する補助金無量寺

J 上野家住宅御成問 県指定有形文化財管理に対する補助金個人

・鹿毛家住宅 県指定有形文化財管理に対する補助金個人

・須佐能哀神社本殿・拝殿・楼門 県指定有形文化財管理に対する補助金須佐能家神社

・地蔵来迎図板碑 県指定有形文化財管理に対する補助金思分寺

-朝日寺木造神子栄尊坐像県指定有形文化財管理に対する補助金朝日寺(秋以降申請予定)
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VI.文化財の活用。周知普及

1.公開活用事業

( 1 )久留米市六ッ門図書館展示コーナー

六ツ門図書館展示コーナ}は、平成22年 10月の開館以来、毎年1.5万人を超える来場者を数え

ているo 平成28年度は開館6年目にあたり、累計入館者数が 10万人に達することが予測される。

平成28年度は、市民の生活に大きく関わる「戦争と平和Jr地震災害JrまつりとくらしJをテーマ

として取り上げ、更なる集客を図る。

また、春先を中心に、当課主催企画展の空き期間中に他部局主催の展示も行っている。今年度は

3回実施している。

①平和資料展「荒木・久留米空襲の証言J

会期: 平成28年7月2日(土)ω平成28年9月 11日(臼)

主旨: 昨年度好評を博した f戦後 70年平和資料展・少年が見た久留米の戦争」展では、来館した

市民から、荒木・久留米空襲に関する数多くの体験談が寄せられた。これらをもとに、本

市所蔵品や借用した実物、写真、狭像など各種資料を展示し、戦争体験のない世代へも空

襲の悲惨な実態や当時の市民生活をわかりやすく伝えていく。

関連イベント 託言会「空重量体験者は語るJ 8月 14日(日)

紙芝居 f二つの弾片J上演 7月 31日(日)

空室里遺跡ウオーク&久留米空襲戦災死者慰霊祭参列 8月11日(祝・木)

夏休みの自由研究相談会 8月7日(日)

ギャラリートーク 7月 17日(日). 8月2813 (日)・ 9月4日(日)

入場者数4，297人+ウォーキング 18人合計4，315人

②企図展 東日本大震災から 5年「大地に残る地震の爪あとJ

会期: 平成 28 年 9 月 24 日(土)~平成 28 年 11 月 27 日(日)

主旨・ 東北地方に甚大な被害をもたらした大震災から 5年。久留米地域は比較的地震が少ないと

もいわれるが、歴史上繰り返されてきた地震とその被害を伝える各種資料を展示すること

で、市民の防災・減災意識を喚起したい。

関連イベント: 講演会「大地に学ぶ e 遺跡に残された地震の爪あと 」

ギャラリートーク(全3図)

f液状化現象」栽子ワークショップ

歴史探訪 f地震痕跡をめぐるバスツアー」

③企国展「むかしのくらし展ーくるめの年中行事とまつり -J

会期 平成 28 年 12 月 10 日(土)~平成 29 年 3 月 5 日(日)
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主旨: 例年、小学3年生の社会科学習の「むかしのくらしJ単元に合わせ、久留米の昔の暮らし

をテーマとする展示会を実施している。本年度は生活スターイルの変化の中、忘れ去られよ

うとしている年中行事と祭りをとりあげる。農示にあたっては、市内外の小学校との連携

を図り、学校教育を支援する。また、介護施設などに入所する高齢者の記憶を呼び起こし、

，思い出を語り合う回想法の場としての広報を行い、団体客の利用を促進する。

六ッ門関番館展示コーナーにおける他部局実施展示一覧

会期 展示会名 主催 入場者数(人)

3 月 12 日 ~4 月 10 日 人権ポスター展 協働推進部人権啓発センター 129 

4 月 16 日 ~5 月 15 日 環境パネル展 環境部環境保全課 566 

5 月 21 日~6 sJ 19日 防災展 都市建設部部防災対策課 779 

( 2)久留米市埋蔵文化財センター

普及事業としては、通年において収蔵資料の貸し出し及び閲覧に対応できる体制を整える。

また、展示会等の公開事業としては、 9月上旬に f久留米市瑳科作品展j と連携した「からくり

儀右衛門大賞小・中学生創作作括展」を実施する。さらに、例年開催する企商展「第 41回くるめ

の考古資料展J は、1O~11 月にかけて『大地に残る地震の爪あと』をテーマに関連展示を開催する。

体験イベントとしては、「みづま祭りJにおいて『勾玉づくり』のブースを設け、多くの市民に体

験してもらい、文化財の普及・啓発を行う。

12月には上津校区コミュニティセンターを会場として、「上津の文化財」を開催する。上津校区

の発掘調査の成果や地元に残る史跡を紹介した企画展を開催する。地域に根ざした文化財の普及・

啓発を思的とする展示会であり、開催期間中に関連講座をZ問予定している。

(3 )坂本繁二郎生家活用事業

坂本繁二郎生家l士、近代洋画の医匠である坂本繁二郎の生家であるのと問時に久留米市に唯一残

る武家屋敷である。その地域的重要性を検討して平成 15年7月に久留米市有形文化財(建造物)

に指定された。平成 18年度から平成 21年度までの4年聞をかけて修理復原工事を行い、平成 22

年5月1日から一般公開をしている。生家では、年間を通じて様々な企函展や体験講座を開催して

おり、文化財の周知普及に努めている。

φ年間入場者目標:10，000名(平成28年4月1日~平成29年3月31日)

φ開館日数・ 307日

<季節行事>
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期間.平成28年7月7日(水)~8 月 7 日(日)

七夕まつり
対象:一般入場料:通常通り

493名
(短閣を飾りに来た場合は無料で、問伴の保護者も無料)

内容願い事を書いた短冊を笹十7に飾る。

日時.平成29年2月1日(土)~4月 2 日 (日)

対象:一般入場料:通常通り 1，000名
ひなまつり

内容:坂本家に伝わる雛人形を展示し、期間中に体験事業・生誕 見込み

記念コンサート・お茶会を実施。

くお茶会>

日時:平成29年3月20日(月、祝) 10 時~15 時

主催:江戸千家久留米不自会 共催:文化財保護課

お茶を楽しむ会 対象:一般
100名

茶券・一般500円、中学生以下300円
見込み

※入場料(団体料金)を含む。

くミニコンサート>

呂時:平成28年7月初日(土) 19 時~21 時

演者・代表松本久実子氏(京泉会) ， 

七夕ナイト 対象・一般入場料・参加費.無料 63名

内容・生家の庭を竹燈箆とベットボトノレキャンドノレで彩る。

19時30分から一時間程度、大正琴の演奏を行う。

日時平成29年3月 11日(土) 14 時~15 時
生誕記念 60名

演者:未定
コンサート 見込み

対象:一般入場料・参加費:無料

く体験事業>

日時:平成28年6月初日(日) 10 時~12 時

茶レンジ! 講師:西村宗尚氏

こども茶会P 対象:小学生20人募集入場料・参加費無料
24名

内容:お茶の作法について先生から学ぶ。
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日時:平成28年8月 20日(土) 10 時~12 時

流しそうめんを 対象:小学生40λ募集入場料・参加費・無料

食べよう P 内容.青竹で箸と器を作って、地元住民と一緒に流しそうめんを
40名

食べて楽しむ。

日時:平成28年 10月 22日(土) 10 時~15 時

il!u伯に 講師:宇美拓哉氏 20名

チャレンジ! 対象:小学生20人募集入場料・参加費・無料 予定

内容・生家・庭の中からテーマを決めて絵を描く。

日時:平成28年 12月 17(土) 10 時~12 時

餅っき大会P 対象:小学生30人募集入場料・参加費.無料 30名

内容:地元住民とともに、餅つきをして、ついた餅を食べる。
予定

日時:平成29年2月4日(土) 13 時 30 分~15 時 30 分

折り紙で雛人形 講師:関根千鶴子氏 15.名

を作ろう P 対象:一般 15名募集入場料・参加費.無料 予定

内容折り紙で雛人形を作る。

く落語>

日時.平成29年1月 21日 (土) 13 時 30 分~15 時 30 分

素人務語寄席 対象.一般入場料・参加費無料
60名

内容.久留米落語長屋のメンバーによる寄席
見込み

(4)歴史探訪

六ツ門図書館展示コーナーで開催される「大地に残る地震の爪あとj に合わせて市内の地震痕跡

が残る遺跡等を巡るパスツアーを実施する。

-期日 平成28年 10月2臼(日) ・定員40人

(見学地)水縄断層他

(費用)参加費は無料 ※昼食は実費負担

2.協働・支援活動

(1)出前講座

市民向け講座として全庁的に取り組む f出前講座」では、文化財保護課は次の2メニューを受け

持つ。

①私のまちの歴史と文化財
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②歴史を体験

(2 )実習受け入れ

受入期間:平成 28 年 8 月 16 日 ~26 日(うち 9 日間)

受入人数:久留米大学2名、筑紫女学園大学1名

受入施設:久留米市埋蔵文化財センター、久留米文化財収蔵館ほか

3.刊行物

( 1 )久留米市文化財調査報告書

第370集 『櫛原侍屋敷遺跡ー第20次調査一』

第371集 『庄島侍屋敷遺跡"第 10次調査一』

第372集 『久留米城下町遺跡ー第25次調査一』

第373集 『三反田遺跡ー第25次調査一』

第374集 『久留米城外郭遺跡目第24次調査一』

第375集 『京隈侍屋敷遺跡ー第28次調査ー』

第376集 『碇遼跡ー第5次調査開』

第377集 『白川選跡ー第6次調査-~ 

第378集 『高三瀦遼跡第5次調査一』

『久留米市文化財調査集報 17~

『平成28年度筑後国府跡』

『平成28年度久留米市内遺跡群』

『筑後国府跡-1期(古宮)政庁ー』

『有馬家大名墓所IU

以上を刊行する予定である。

(2 )その他の刊行物

・歴史散歩 2冊(内容は未定)

・文化財マップ「山川校区」

-収蔵館ニュース

・筑後国府通信

(3 )文化財説明板作成設置

平成28年月

平成28年 12月

平成28年 12月

平成28年 12月

平成29年1月

平成29年2月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

平成29年3月

久留米市内の指定文化財を中心に、文化財を解説する案内板を毎年、作成している。

本年度は f寺徳古墳j、「祇嵐山古墳」、「正福寺遺跡J、f隈山古墳群」に関する文化財説明板の説

明板等を設置・修繕予定。
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四.熊本地震による指定文化財等の被害状況

1 .被害状況

・総数12{'牛(平成28年5fl 2 3日現在)

国指定 国登録 県指定 市指定 合計

被害確認件数 。 2 5 5 12 

(参考)指定文化財等件数 27 5 43 103 178 

-指定文化財等の被害状況一覧

指定区分 文化財名称 所在地 内 宅{手

1 
国
有形文化財 草野歴史資料館 -玄関の瓦が落下

(建造物) (旧:草野銀行本庄)
草野町

-壁にクラック

「τ登
録
有形文化財 山辺道文化銭

草野町 -屋内墜にクラック
(建造物) (旧中野病院診療棟)

3 有形文化財 高良山御みた手ら洗い橋 ・欄らんか干ん接合部のモルタノレ割れ
(建造物)

御井町

「工 有形文化財 上野家住宅御おな成りの問ま
(建造物)

山本町 -床の間の内壁にクラック

「τ県
ー，

f震
有形文化財

久留米務有馬家量茎
京町 . J;び量林野の院じ地い霊板た屋一内宮殿の垂木及

(建造物) (梅林寺) 部脱落

「τ定 有形文化財 采蓬枠モ主義草主張 大善寺町

(彫刻) (朝日寺)
-左肩部分が破損

「デ 有形文化財
星誕等重量首塔 .箱詰部分が崩落

(考古資料)
城島町

8 有形文化財
大善寺!日章生

-外壁漆喰にクラック

(建造物)
大善寺町

-内壁が剥落

「す 有形文化財
城島天満宮の若藍島連 ・笠かさ木ぎの継ぎ目がずれている

(建造物)
城島町

ロE市 有形文化財
指 (建造物)

石垣神社の石造鳥居 田主丸町 -笠木の端が下がっている

11 定 有形文化財

(建造物)
大善寺玉三量宮の石造鳥居 大善寺町 -柱の継ぎ目がずれている

木木造造不量ふ空議〈う穎甘菩んじ索3P2〈観援音立像
12 

大善寺町
-観音堂屋根瓦落下

有形文化財
-壁破損

(彫刻) (朝日寺)
木造十一面観音立像 -不空痛索観音立{象台座破損
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部　会 専　門 氏  名 所　属

考　古 会長 西谷　正
にしたに　ただし

　海の道むなかた館館長

考　古 木下
きのした

  尚子
な お こ

　国立大学法人熊本大学文学部教授

考　古 ○ 横山
よこやま

　邦
くに

繼
つぐ

　学識経験者（元福岡市職員）

古代史 重松
しげまつ

　敏彦
としひこ

　太宰府市総務部文書情報課

天然記念物
植物

○ 橋川
はしかわ

　ひろみ 　福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター

天然記念物
植物

副会長 中溝
なかみぞ

　直美
な お み

　荒木中学校教諭

天然記念物
生物 高山

たかやま

　美子
よしこ

　学識経験者（元北野町文化財専門委員）

名勝庭園 永松  義博
ながまつ　　よしひろ

　学校法人南九州学園　南九州大学園芸学部教授

歴史資料
古文書

○ 中野
なか　の

 　等
ひとし

　国立大学法人九州大学大学院教授

美術工芸 森山
もりやま

　秀子
ひ で こ

　公益財団法人石橋財団　石橋美術館学芸課長

絵　画 小林
こばやし

　法子
の り こ

　福岡県文化財保護審議会委員

建造物 大森
おおもり

  洋子
よ う こ 　学校法人久留米工業大学工学部

　建築・設備工学科教授

民　俗 段上
だんじょう

  達雄
た つ お

　学校法人別府大学文学部教授

無形染物 鳥
とり

丸
まる

　貞
さだ

恵
え

　学識経験者(元大阪芸術大学通信教育部教授）

民  俗 ○ 江
え

島
しま

　政光
まさみつ

　学識経験者

民  俗 宮
みや

﨑
ざき

　伸二
し ん じ

　福岡県文化財保護指導委員

○は部会長

久留米市文化財専門委員会委員名簿（平成27年６月～平成29年５月）

有形文化財

無形文化財
及び

民俗文化財

史      跡

名　　勝
天然記念物






